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取扱説關書 


このたびは本機をお買い求めいただきましてまことにありがとうございます。 

•ご使用になる前に、必ずこの「取扱説明書」及び別冊の「工事説明書」をよく読 
んで、正しく使用してください。 

この r 取扱説明書」は、別冊の「工事説明書 J 、保証書と巧に必ず保管してくだ 
さい。 

•取扱説明書、工事説明書を紛失された場ちは、お買い巧めの販売店にご相談くだ 
さい。 


A 警告 



ガソリン使用禁止 
使用燃料:の油 


とヒ給排気筒を必ず 


点橫してくださし、 
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の安全のために必ずお守りください 


♦お使いになる人や他の人への危書と財産への損害を未然に防ざ、製品を安全に正しく使用するたがに、 
必ずお守りいただくことを説明していまず。 

•ここに示した表示は、誤った使いかたをしたときに生じる危害や損喜の程度をなの表示で区分し、説明 
しています。 


A 警告 (WARNING) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人 
が死 t 、 重傷を負う可能性、または乂がの可能性 
が想定される内容を示していまず。 

A 注意 (CAUTION) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人 
が傷害を負ラ可能性や物的損書の発生が想定され 
る内容をおしています。 


お守りいただ<内容を、なの絵表示で区分していまず。 

I 

,この絵表示は、「禁止」されている内容です。 


〇 0 01 0) ® I この絵表示は、「禁止」されている内容です。 

I この絵表示は、「ミ主意」していただく内容です。 

〇 處 この絵表示は、必ずしていただく「指示」內容でず。 

説明文中の 「お願い」 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容が記載されています。 


告 （ WARNING ) 


★ガソリン使用禁止 ★給排気筒（管，ホ"ス）外れを険 


★ガソリン使用挈止 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用し 
ないで <ださい。 

少量の混入でわ、火災の原因になります。 


歡靈 


(§) 


給排気筒(管、ホース）びがれたまま使用しない 
でください。 

外れていると運転中に排ガスが室巧に漏れて、 
危険です。 


ご^/ ガソリン禁止 

女給排気筒トップ閉そ < 危険 

給排気筒トツプの周りが雪でふさがれたままで 
使用しないでください。ふごがれているとをは、 
除雪してください。 

開そくしていると運転中に排ガスが室内に漏れ 
て、危険です。 



0 


大を類の乾燥厳禁_ 

あ類などの乾燥には使巧しないでください。 
乾燥ずるとストーブの熱気でゆれて落下して、 
乂災の原因になります。 


TO 


0 











田安全のために必ずお守りください 



告 ( WARNING ) 


★温風吹出□をふさがない 

巧類、紙などで温風吹出□や空気取入□をふさ 
びないで < ださし、。 

あ類、紙などでふさぐと、異常燃焼や火災の原 
因になります。 



★スプレー管厳禁 

スプレーちや力たツトこんろ用ボンベなどを、 
ストーブの前や温風のあたるところに放置しな 
いで <ださい。 

熱で吿の圧力が上がり、爆発して危険です。 


0 



0 


★定期点検の実施 


定期的 （2 年に胃 I 回程度）に点検-整備を受けて 
ください。 

点檢を受けずに長期間使用し続けると、故障や 
事故の原因にな0危険です。 

点検-整備はお買いずめの販売店や資格者のい 
る店に依頼してください。 


ご自身での据巧け•移設工事の厳禁 

お客さまご自身による工事は危険です。 

据付け工事は販売店や専門業者にご依頼くださ 
い。 

(ス I -ーブを移設させる場合も同じです。） 



〇 




0 



意 （ CAUTION ) 


;★カーテン、可燃物近接禁止 

力ーテン和燃え皆すいものを近づけないでください。 
ストーブの前に可燃物を置かないでください。 

ス I ブの熱気で着火して火災が発生するおそ 
れがあ0ます。 

可燃物との離隔距離については工事説明書の据 
付け例を参照してください。 


★異常時使用禁止 

万一異常を感じたときは、使用し ないで ください。 
異常燃焼のおそれがありまず。 



0 



か 


0 


★給油時消乂 

給油は、必ず消 
火し、他に火の 
気のない状態で 
おこなつてくだ^ 
さい。乂災のお^ 
それびあります 。 A 



〇 

消乂 


★温風 に直接あた5ない 

温風に直接お時間あたらないでください。低温 
やけどや、脱水症状になるおそれがあります。 
温風を直接暇い込まないでください。気分が悪 
くなることがありまず。1^=^ 







0 













意 （ CAUTION) 


★高温部接触禁止 

燃焼中や消火直後は、高温部、給排気筒トップ、 
ルーバーなどに手などふれないでください。 

がけどのおそれびあります。 



接触禁止 


★油漏れ確認 


油タンク-ゴム製送油管-接合部-給油コック 
および機器等からの灯油漏れびないことを確認 
の上ご使用ください。 

'灯油が漏れていると火災のおそれがありまず。 

Q 


★指や異物を入れない 

温風吹出□が空気取入口などに、指や可燃物、 
針金などの異物を入れないでください。 

けがや乂災のおそれがありまず。 



★分解修理の禁止 


故障、破損したら、使用しないでください。 
不完全な修理は、危険です。 


0 

禁止 

分解禁止 


★電源プラグは確実に差し込む i 


電源プラグはコンセントに根元 
まで確実に差し込んでください。 
(また、傷んだプラグやゆるんだ 
コンセントは使用しないでくだ 
さい。） 

火災の原因になりまず。 

地れた手での抜を差しはしない 
で < ださい。 

感電の原因になります。 


〇 


J しっか y と I 


* 腰をかけたり均をの g ない 

ス1-ーブの上にのったり、腰をかけたりしなし、 
で<ださい。ストーブの故障や、軒けどのおそ 
れがあります。ストーブの上に花びんや、水を 
入れたちのなどを置かないでください。水びか 
かると漏電や故障のおそれがあります。 



0 


★給排気筒付近の可燃物近接禁止 

給排気筒トップの近くに、な油軒可燃物など引 
火のおそれのあるちのを置かないでください。 
火災のおそれがお0ます。 




琴 




k 

l 

を 



0 


★が隻堡苗の禁止_ 

改造して使用しないでください。 

また、ストーブや給排気筒には床暖 
房用の熱交換器などを取り付けない 
でください。 

火災や、排ガスが室内に漏れる原因 
となり、危険です。 

★電源コードを傷めない 

題ミ原コードに無理な力を加えたり傷 
付けたり束ねたり、物をのせたり加 
エしないで < ださい。 

また、電源プラグを抜くときは、コー 
ドを持って引を抜かないでください C 
電源コードが破損し、火災や感電の 
原因になりまず。 


0 


0 


3 












の安全のために必ずお守りください 


女巧面に注意 


★お子碌やおを雪りのご使用にミま尋 


ときどきは電源プラグを抜き、ほこ 
り（及び金龐物）を除去してください。 
(ほこりや異物がたまると湿気など 
で絶縁不良になり）火災の原因にな 
0ます。 


〇 


★電源プラグのお手入れをずる 


ほこりや、夕八コの煙などにより、 
温風吹出口周ぶの床面わ、巧れたり変 
色することがあります。 

また、熱に弱いジユータンや床の上 
で長時間使用ずると、変色したり、 
そり返ることがありまずので、熱に 
強いマツトなどをひいてくだごい。 


A 


★長期亂ま用しないときは電源プラグを抜く 

長期間使用しないときは、電源プラ 
グをコンセントから抜いてください。 

火おや予想しない事故の原因となり 

I 源ブラグを巧く 

女高地(標副50日 m な £) では使用禁止 

酸素濃度が薄いので不完全燃焼します。 

100日〜1日日 Om の攝所では再調整が必要ですので 
販売店へお問い合わせください。 

0 

使用禁止 


★ 可燃性ガス使用禁 止 

ス I -ーブを使用している部屋で、巧 
燃性ガスが発生するちの（ガソリン、 
ベンジン、シンナー）、スプレーを使 
用しないで < ださい。 

火災や故障の原因になります。 


0 

使用禁止 



★効果のに使用ずるために 


f 

•温風の循環を妨げるをのびない場所に設置 •外気に接する窓の下や壁側に設甚ずると効 

してください。 果的でず。 

•熱に弱いカーペットや床の上で長時間使用ずると、変色したり、そり返ることがあります。 

熱に強いマットなどを敷いてください。 

指巧 





回使用ずる場所 


★打油の廃棄 

打油の廃棄処分は、’灯油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 


お願い （ NOTICE) 


意 （ CAUTION) 


〇 示- 
指_ 

などを 
由けに 
自や分 
不、充 
ごはが 
の合人 
体場の 
、る囲 
りな周。 
寄に、い 
年いてさ 
お使いだ 

やおつ< _ 

様げにて__ 
テたどし一 
おかな意 I 













哥各部のなまス 

外観図 

操作部•表示部 


フ□ントパネル 






リセットボタン 
スト レーナ 


フアンフイ J レター 

(温風用空気取入 □) 対流巧 ファン モー ター 



構造図 










图爸部のなまえ 

操作•表示部のなまえと使いかた、「点な」 • 「点滅」の意味 



一9で〜3日むまで表示します。 

■低温表 ZT ； • 局温表の 


「,1〇」……蕾内温度が 
一 10む1；| 下。 
rw <」……室内温度が 
36で LU 上。 


















運転ランプ 


点滅 ……予熱中です。 

点む ……連転中です。 

「圓使いかた J の I 点乂のしかた1 、1タイ マー達 
しをた J 、 i 疆火贷しかた 1参照 



' 室温/時刻合わせボタン 1 


室温の設定、時刻の設定に使いまず。 


「: 4 —岐用前の準備」 の 愼枉轉刻の設定の瓦、—た1、 

「面使いかた」 の 1 室温調節のしかたし 1 タイマ 
一 運転のしかた 参照 


セーブ ランプ 

点な ……セーブ運転が設おされています。 

セーブ ボタン 

セーブ運転の設疋 • 解除をおこないます。 

r 固使いかた」 の 「わーブ運祝肛祝 参照 

タイマーボタン 

タイマー連転をおこなうとさに使しなす。 

「固使いかた」 の i 歹イミー運転-のし-かを 1 参照 









互使用前の準備 


燃料 


帝燃料は、 I 灯油 （JIS ]号な油）を必ず使用してくださし、。 



女ガソリン厳禁 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶对に 
使用しないでください。 

少量の冠入でち、火災の原因になりまず。 



(§) 

ガソリン禁止 


♦ガソリン、シンナーおよびこれらが混入したな 
油、変質灯油、巧れた丹油、水やごみの混じって 
いる灯油などは、絶対に使用しないでください。 

•打油は、必ず火気、雨水、ごみ、高温および直 
射曰光を避けた場所で'灯油専用容器を使って保 
管してください。 


口油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹さかけます 
(火の気のないところでおこなって < ださい) 


〇な油 X ガソリン 



\ 濡れたままです。__すぐ乾いてしまいます 。I 


給油のしかた 


給油の際の手順とミち意 


ミ由タンクに給油ずる。 

•油タンクの給油□ふたをはずし、’灯油を市販の給油ポンプで 
油量計を見ながら給油してください。 

•給油の際は、給油ロフイルターを取り去らないでください。 



給油の際にこぼれたな油をふきとる。 

•給油後、油タンクの底のドレン受けを透視して水やごみがた 
まっておれば給油□フィルターをいったん取りはずし、給油 
□から市販の給油ポンプをドレン受け内にさしこみ、水やご 
みなどを吸いだして < ださい。 


3給油口ふたを必ず元通りに閉める。 


燃料切れのミ主意 



•燃焼中に灯油がなくなると消火します。 

このとき r 給油ランプ」 が点滅し、ブヴー音がして異常があったことを巧らせまず。 

油タンクに灯油があるのに 「給油ランプ」 が点滅ずるときは、送ミ由経路のつまり、空気たまりが考えられま 
す。このよラなときは、 r 间 使用前の準棉 I の 1給油のし疗 わ肤 i や r 回使用前の準備」 
の I 点乂前 CD 準備と確認|「定油面器のリセットボ タンのセット」 を参照して送油経路 の点検をし てください。 
参再運転する場合は、本体溫度が充分下がってから油タンクに給油し、 「運転スイッチ」 を一度 「切」 にしてか 
ら 「入」 にしてください。 











空気巧をの方法 


•送油管の遠中が山おになったり、もつれたりしていますと、送油管 
の中に空気がたまって打ミ由が流れないためにストーブは「給ミ由ラン 
プ」が点滅して運転しません。 

このよラなときはし^下の手順で処置をしてください。 

(灯油をこぼさないようにミ主意してください。） 

①バルブを全開にずる。 

③送油管に山形搞做がないように平らにずる。 

③ ストーブ本体との接続部を取りはずし、取りはずした送油管の先端 
をバケツなど灯油をためることびでさる容器に入れはずれないよラ 
に固定する。 

④ バルブを全開にし、送油管から打油に空気が混じ b ない状態で連続 
して流れ出ることを確認する。 

ま意：バルブを全開にしても灯油がまったく出ない場ちは油タンク 
とストーブ本体との落差(約 30 cni 必要)がない場合ちあります 
ので確認-処置してください。 

⑤ 確認できたらバルブを全閉にずる。 

⑥ 送油管をストープ本体に接続する。 

③バルブを全開にする。 

風ス1-ープ本体の側面にある赤色のリセットボタンを下へ]回押す。 
③ス I -ーブを運転する。 




リセットボタン 



※製品の側面にあ0ます 


_ 点火前の準備と確認 _ 

油漏れの確認 

ストーブの置台効ま、送油経路（油タンクや送油管の接合部など）から油漏れびないかどうか確認してくだごい。 
万一、油漏れしている場合は必ずお買いホ故の販売店に修理依觀または当社にご相談ください。 


給気ホ…ス-排気筒接続の確認 

給気ホース*排気筒が正しく接続されているか確認してください。 
外れていると運転中に排ガスが漏れ大変危険でず。 


ストーブ周辺の確認 

ストーブの周辺および給排気筒トップの周囲に引火物や可燃物を置かないでください。 


定油面器のリセットボタンのセット 

定油面器の赤い U セットボタンを、下へ]回押してください。 

点火するたびにセットする必要はありませんが、シーズン初曲や、本体設 
置場所を変更したとき、または巧震白動消火装置び作動したあと再運転す 
るときは、 U セットボタンをもう一度、巧しなおしてください。 



-お願い- 

•リセットボタンは5秒 i ； (上押し続けたり、カラーを外して押さないでください。 
•定油面器から灯油があ而れたり燃焼が継続しないことがあります。 







图使用前の準備 


現在時刻の設定のしかた 


現初き刻が午後7時10分の場合 

〇)倉&または@のボタンを ] 度押ず。 

「時計ランプ」び点滅します。 

( D デジタル表示を見なが5 @のボタンを 
押して「/弓」に合わせる。 

( D デジタル表示を見なが5 ^肴のボタンを 
押して「ぶ」に合わせる。 


•(ぁ今る）-(さ ' T る)のボタンは、一度押すごとに1時間ま 
たは]分間ずつ進みます。巧し続けますと連続的 
に進みます。 

•時刻合わせをずる場含は、 「時計ランプ」 び点滅し 
ている間に(ぁ令る) • @のどちらかのボタンを押し 
て <だごい。 

時刻合わせがでをなかった場合は、ち5—度@ 
または(さ T る)のボタンを押してやり直してください。 


④ r 時計ランプ」が、点滅か！5点打に変わり、 

設定が完了しまず。 

f -お願い- 

•ストーブの時刻表示びズレる場合は、コンセントを一度抜いて、ちう一度差し S み直して、時刻を 
設定してみてください。それでを直らないときはお買い巧奴の販売店までお問い合わせください。 
•ストーブに初めて通電したとをが、停電後や、電源プラグを (給油) 設定温度室内温度 

おいて再通電した場含、デジタル表示は「-」表示され I~I 

まずので、現在の時刻を設定してください。 ，带 Lffn 


★省電力機能 

•時計表示中に、日分間経過しますと、省電力機龍が働いて、デジタル表示部が「消打」して、電力の消費 
をおさえます。 

時計表示を確認したい場合は、操作部の運転スイッチ外のどれかのボタンを押すと表示しまず。 

運転スイッチを押ずと点火動作に入ります。（運転中及びタイマー待機中この機能は働さません。） 


5受疋温度室内温度 

ク 11三 



電源プラグをコンセント（家庭用面ん 
AC 1 日 0 V ) に確実に差し么む。 

♦デジタル表示部は「-」表示されま 

すので、現在の時刻をセットしてください。 

♦このとき r 給油ランプ」 が点滅する場をは、 

ストーブに灯油びきていませんので、 「凶使巧前の 準備」 
送油経路を点検してください。 



/，つ！ I ィ•■ィ 

徽! y : !し! 

、 ， II I 




( MM ) 設定温度 室内温度 


(温度） 

f - 


- ^ 

( MH ) 


• 

•— 


1 / 


之 -^ 


'' 畢題プラグ デジタル表示部 1 / 

I の I 給油の〔かた； 弧ぶ正が を参照して 


(運転停止中にしかでをません） 



運転 


切 • 


( MM ) 設定温度 室内温度 


デジタル表示部 


時計ランプ 






固使いかた 


点乂のしかた _ 

①油タンクのバルブつまみを「全亂にずる。 ① 


② 「運転スイッチ」を巧して「入」にずる。 

•ブザー音びして「運転ランプ」が点滅します。 

•「温度ランプ」が点灯し、デジタル表示部に設定温 
度と室内温度を表示します D 

ご曰 

③ 約] 20秒後に自動的に点义し、「運転ラ 1 

ンプ」が点抑こ変わります。 与 


-お願い- 

♦ご購入されて初めて使用されるとをに、製品の塗料やパッキンなどが焼けることによって、におし、 

や煙が出る場ちがありまず。 

このよラな場ちは、お部屋の窓（給排気筒トップ取付け場所より離れた巧）を少し開け、半曰か5 
1曰程度、「強」運転をしてください。 

♦初姐て運転するとをは、送油経路に充分燃料び供給されていないため、一回で点火しない場合があ 
りますから、しばらく待ってからもう一度点火操作をおこなってください。 

•] 〜2回点火操作をして、点火しなかった場合、何回も点火しないでください。バーナー內に灯油 
びたまります。販売店にご連絡ください。 

万一灯油がたまったことに気付かずに点火したとをは、「達転スイッチ」を巧しなおして r 切」にし、 
たまった口油び燃えつきるまで待ってください。 このとを、電源プラグをコンわントか日抜かない 
で < ださい。 

•点火後約5分間は、温度調節に関係なく 「弱燃焼」 します。 

•点乂後約2分間は、巧流用ファンは回りません。 

•室温が日む(下の場合は、点火までの時間は約4分になります。 

•運転開始時に閉止弁び開くた故、 「カチッ」 と音がしまず。 








固使いかた 



(D@ または@ボタンを1度押ず。 

「温度ランプ」び、点滅しまず。 

(D 温度を上げるとき。 

デジタル表示を見ながら(ぁ含 5) のボタンを押します。 

® 温度を下げるとき。 

デジタル表示を見ながら(さ万 5) のボタンを巧します。 



•温度設定をする場合は 「温度ランプ」 び点滅している間に苗■(さ 言る) ボタンのどちらかを押してくだ 
ごい。設定できなかった場合はもラー度押して、がり直してくだごい。 

•設定温度は 10 む〜 32 で、室温表示は一 9 む〜 35 むまで表おします。 

•室温表示は室温が一 10 む];(下の場合 「 Lo 」、 36 む(上の場合は 「片'，」 と表示します。 

•設定された室温にコント□ールするために自動的に火力を調節しまず。 

•一度設定温度をきめますと、その設定温度を記憶していまずので、変更をしない限り、消火後再運 
転する場合ち同一設定温度になりまず。 

、______ _ . 

<-お願い- 

室温調節は、ストーブの位置や部屋の大ささなどで、必ずしち前面パネルの「デジタル表示部」の室内 
温度表示と室温とは一致しません。 

このような場合は、ルー厶ヴー云スタを、工事説明書の C ルームサーミスタの配線(移動）） を参照し 
て、適切な位置に付け替えてください。 








セーブ運転のしかた (運乾中にしかできません) 


セーブ運転時は、運乾中に室温が設定温度より、約2た上昇ずると自動的に r 消乂」しまず。また設定 
温度まで下がると、自動的に「再点火」しまず。 


設定のしかた 

① r セーブボタン」を巧す。 

「セーブランプ」び点丹し、設定されます。 


解除のしかた 
( D 「セーブボタン」を押す。 

「セーブランプ」び消灯し、解除されます。 



つ 







固使いかた 


Cil 午前6時30分に設定したい場合 
①「タイマーボタン」を押ず。 

初めて設をするとさはデジタル表示部の表示が 
「----」表おに変わり、「タイマーうンプ」が点滅 
しまず。 

感 デジタル表示を見なが！3 @のボタンを 
押して「5」に合わせる。 

⑤デジタル表示を見ながら裔のボタンを 
巧してじで」に合わせる。 


( MW 設定温度 室内温度 

(SS)(r 1 

厢計) • • •— 


'タイマー 


運転 


CM ) 設定温度 室ん 
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3抄巧しソ 


タイマ-) 


口 
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I 


タイマーランプ 


タイマー運転のしかた (タイマーを使用して暖房を始めたいとき) 


タイマー運転をする場合は、「|4假用前の準備」の 商在時 刻の 設定のしかた 1 に従って、時刻合わせを 
してからでないと、タイマー運転でさません。 


/ 

このストーブのタイマー運転は、その時の室温により自 

.. -- 、 

室温によるタイマー点火時刻の自動変更 

動的にタイマー運転による点火時刻を変え、希望の時刻 

巧む1；!上一設定時刻 

にはお部屋を暖かくしておをまず。 

日で〜1日む^設定時刻の10分前 

(室温15で1^:1下の場合） 

\_ 

〇む政下一設定時刻の20分前 

/ 


• のボタンは、一度押ずごとに1時間または10分間ずつ進みます。押し続けますと連続の 

に進みます。 

•時刻合わせをずる場合は、「タイマーランプ」が'点滅している間にのどちらかのボタンを 
押して < ださい。 

•設定でをなかった場合は、もう一度「タイマーボタン」を押して辟り直してください。 

\ __ _ -. _ _ _ — . / 

④「タイマーランプ」が、点滅している間に「運転スイッチ」を巧して「入」にする。 

かし待つと、「タイマーランプ」が点灯してデジタル表示は現在の時刻を表示してセットが完了します。 


デジタル表示部 










-お願い- 

•タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定ずれば、変更しない限り、 「タイマーボタン」 を巧し 
て 「タイマ—ランプ」 の 点滅中に、 「運輯スイッチ」 を 「入」 にするだけで同一時刻で設定が完了しまず。 
•「運転スイッチ」 対甲して、 「運乾ランプ」 が点滅しているときに、 「タイマーボタン」 を押ずと、 「夕 
イマーランプ」 が点滅し、少し待つと r タイマーランプ」 が点灯しセツトが完了します。 

•タイマー運転時刻を変更する場合は前記と同手順でおこなってください。 


解除のしかた 


タイマー運転操作をした後、タイマー点乂時刻前に通常運転をおこないたい場合。 

〇「運転スイッチ」を押して「切」にずる。 

—► [タイマー運転の解除] 

© 「運転スイッチ」を再度押して「入」にずる。 

-[通常運転開始] 


タイマー 運転のま 意事項 I 

-お願い- 

•通常運転中に 「タイマーボタン」 を押ずと、消火して 「タイマー 運 乾」 の状態になり、タイマー運転時 
刻に自動的に点火します。 

•タイマー運転時刻の確認は、タイマー連転待機中または運転停止時に r タイマーボタン」 を巧ずと、 

1日秒間表おしまず。 

♦タイマー運転操作後に停電があったときや、スト…ブを揺らして対震自動消火装置が作動したとき 
は点火しません。 






固使いかた 


設定のしかた 


①運転中や運転停止中に「チャイルド□ック 
ボタン」を3秒む上長押しずると「チャイ 
ルド□ックランスが点なし、チャイルドが 
ックが設定されまず。 

•運転中は運乾スイッチで消火のみ操作可能です。 

設定温度の変更などの他の操作はでをません。 
♦運転停止中はすべての操作ができません。 


解除のしかた 




②チャイルド□ックが設定されているときに 
「チャイルド□ックボタン」を3秒 t ソ上長巧 
しずると「チャイルド□ックランプ」が消 
打し、チャイルド□ックが解除されまず。 


消乂後再点乂ずるとをの注意 


消火後すぐに再点火すると、過熱防止装置が作動したり、異常音が出ることがありまずので、しばらく 
冷えるまで待ってから再点火してください。 


チャイルド□ックのしかた 


チトイルド□ックは、お子様のいたずら操作の防止や、誤って「運転スイッチ」を巧しても点火しない 
ようにしたいと支に使用しまず。 



消乂のしかた 


①「運転スイッチ」を巧して「切」にずる。 

•「運転ランプ」がしばらく点滅してから、消灯します C 
•デジタル表示部は、現在の時刻を表71^します。 


消火後しばらくは対流巧フアンは回転し続けます。 
その後自動的に停止します。 

対流用フアンが止まるまで、電源プラグを抜かない 
で < ださい。 


-お願い- 

•ストーブの消乂は電源プラグをコンセントか6抜 
さとったり、ス[^ーブをゆずって消してはいけま 
せん。 

•外出するときは、必ず消乂してください。 

♦長期間留守にするときは、必ず電源プラグをコン 
セントから抜いておいてください。 



チャイルド□ツクランプ 


運転ランプ デジタル表示部 





















使用上のミ主意 


A ミ主意 


★高意部接触禁止 


燃焼中や消乂直後は、高溫部、給排気筒トップ、ルーバーなどに手な 
どふれないでください。 

やけどのおそれびあ0ます。 


接角も禁止 


•ご使用中に、においげしたり目がしみる場含は、給排気筒 
やパッキン部か5も排ガスがもれていることが考え5れ危 
険です。 

使用するのをやめてお買い求めの販売店にごホ目談ください。 

•ストーブや給排気筒には、床暖房用の熱交換器などを取付 
けないで < ださい。 

ス I -ーブや給排気筒に熱交換器などを取付けると排ガスの 
水分が結露し和すくなり、結露水が凍結して給排気筒を塞 
ぎ、不完全燃焼や排ガスび室内に漏れる原因となり危険で 
す。また、ストーブの寿命を短くずる原因にもなります。 

•屋外の給排気筒トップび雪に埋われたり、結氷していない 
か、曰常点検してください。 



0 


熱交換器 


禁止 


料 斗。〇 


•長期間使用しない場合や、使用期間が終わりましたら、必 
ず電源プラグを旅いて < ださし、。 

ほこりや巧れびついて発火することがあります。 

•このス I -ーブは、雷に対する安全機構をそなえていますび、 
雷の条件によってはストーブび故障することがあります。 
雷び発生したら電源プラグをコンセントから振いてくださ 
ると安全です。またストーブをいためることちありません。 

♦油成分び多量に飛散ずる焉所では使用しないでください。 

•ス I -ーブの近くでラジオなど使用ずると、ラジオに雑音が 
混入するおそれびありまず。 

♦使用中、停電や電源フラグび抜けた後に再通電しますと、 
デジタル表示部に 「 f - ，ご」 が表示されます。このよラな 
場をの再点火は、しばらく待ってストーブの本体温度び充 
分下びってからおこなってください。 

•正常燃焼中の炎は青炎でところどころに黄色が混じります。 
又炎はある程度片寄ったり、ゆれることびありまずび異常 
ではありません。 



C 

電源ブラクを巧く 


.コンセン h * 


巧源プラグ 







国安全装置 


•安全装置が作動するのは何5かの異常があるときですか6、下記の処置をしても正常にな6ないと 
きは、お買い巧めの販売店にご相談ください。 

•安全装置が作動した場合は、「運転スイッチ」を押し「刚にしてから、下記の処置をおこない、再度 
「運転スイッチ」を巧して「入」にしてください。（再点火操作） 


安全装置 

はた5さ 

処 置 

对震自動消乂装置 

E - 5 

•運転中にストーブ本体が地震(震度約日政上） 

や強い振動、衝擊を受けた場合、火災などの 
危険を防ぐために自動的に運転を停止します。 

♦タイマー運転中に, g - 5を表した場合、夕 
イマー運転は解除されまず。 

•地震によって作動した場合、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 
油漏れ、給排気筒のがれな 
ど異常がないことを確認し 
てから再点火してください。 

点火をを装置 

1 

1 

1 

•点火ヒーター I 電磁ポンプ-燃焼用送風機な 
どの故障により点火しないとさに、運転を停 
止します。 

•点火ヒーターの故障が原因 
で運転を停止したときはバ 
ーナー底に灯油がたまりま 
す。たまった灯油をふを取 
ってれら、 ご使用ください。 
(販売店にご相談ください） 

停電安全装置 

IE - 0 

•運転中に停電や電源プラグを抜くなどして電 
源げ切れたときは、自動的に運転を停止しま 
ず。 

♦再び通電されてを運転しません。 

•タイマー運転中に停電があった場合、タイマ 
一 運転は解除されます。 

♦再点火操作をします。 

•現在時刻の設定とタイマー 
点乂時刻の設定をがりなお 
します。 

燃焼制御装置 

E - S 

•燃焼中に炎が消えたとき、自動的に運転を停 
止さはる安全装置です。 

♦再点火操作をします。 

週熱防止装置 

E - 巧 

•対流用ファンモーターの故障や異常燃焼など 
の原因でストーブが異常過熱したとさ、また 
はファンフィルターにほこりびつまった場合 
に、火ぶなどの危険を防ぐた曲に燃焼を停止 
します。 

•フアン7イルターのほこり 
を取り除いてから、再点火 
操作をしまず。 

•処置をしてち、繰返し作動 
ずるときは、いったん運転 
スイッチを「切」にして、販 
売店に連絡してください。 


E - 表示は安全装置び作動したときのエラー表ふです。 お願い- 

詳しくは、 「回故障•巽常の見分けかたと処置方法」 を参照してください。すべての処置は必ずストーブ 

を消火し、本体温度が充分下 
びってからおこなってください。 




3 点検-手入れ 


点検-手入れをおこなうときは 


•点検•手入れをおこなうときは、ストーブを消火し、ストーブび充分冷えてから、必ず電源プラグを损 
いておこなってください。 

•部品に触るとき於、内部を掃除するときは、手をけがしないよラに、手袋をは曲ておこなってください。 
•ス I -ーブをベンジン、シンナーなどでふかないでください。変色します。 

•電装部品や燃焼部の取りはずし、分辭はおこなわないでください。 


使用のたびに 


女周国の状態 

•ス I -ーブの周囲は、常に整理、清掃し、燃えや 
すいちのを置かないよラにしてください。 

•ス I -ーブはいつち清潔に掃除して<ださい。 

巧れたままのご使用は危険のちとですし、スト 
ーブのいたみを早他ます。 

•給排気筒及びトップの周囲には、危険物や障害 
物がないよラにしてください。 

★ほこり1 

•ストーブについたほこりや巧れは、掃除機で腮 
い取ったり固くしぼったミ需れ雑巾などでふき取 
ってください。 

女臭気 • ずず 

•燃焼中に排ガスのにおいがしたり、給排気筒卜 
ップか b すすが出ていないか確認してください。 
異常があれば販売店に連絡して<ださい。 


I ★油漏れ、油のたまり、油のにじみ 

•送油経路やストーブに油漏れかまたは油のたま 
り、油にじみびあるかどラかを調べる。給油の 
ときこぼれた灯油はよくふきとってください。 
万一油漏れによって油のたまり、油にじみが生 
じているときは、消火操作をし、原因をたしか 
め防漏処置をし、油漏れがな<なったことを確 
認した後、漏れた灯油を取りのぞいてから点火 
操作をしてください。 

女ゴム製送油管 

♦づム製送油管を少し曲げてひび割れしていたら 
交換してください。 

•あースバンドのゆるみがあれば締他なおしてく 
ださい。 

♦づム製送油管は2年に1度は新しいちのに交換 
されることをおすすめします。 


1箇月に1回 L ソ上 


★のぞを窓 


★フアンフイルター 


•のぞさ窓がすずでミちれて < るよ 
ラな場合や、破れげある場合は、 
販売店に相談の上、修理交換し 
て < ださい。 


•ス トープ背面の フアンフイ ルターのねじを’まずし、引きす友いて 
から、ほこりを掃除機などで取り除いてください。 










团点検-手入れ 


箇月に1回む上] 


★ルーバーのほこり 

•ルーパーびミちれたり、ほこりび付着した場合は、掃除機料、 
固くしぼった城れ雑巾などでふき取ってください。 


:3箇月に1回む上^ 


★ミ由タンク ★油タンク內の水^ 

•給油ロフィルターびごみやほこりで目づまりし ♦油タンクに水やごみびたまっているようでした 

ますと、給油時に給油□よりあふれ出たりしま ら、ドレン抜さや、油タンクのストレーナなど 

す。給油□フィルターを取出して、付着したご からたまった水やごみを取り除いてください。 

みやほこりを取り除いてください。 

全雪源クラグ’コ>セント 

•電源プラグ、コンセントにほこりやミちれびたまると火災の原因 
になることがありまず。3箇月に1〜2回電源プラグをコンセ 
ントから损いて、付着したほこりや巧れを取り除いてください。 

女定油面 器 のストレーナ 

•定油面器のストレーナは約3箇月に]回と、ス I -ーブの格納 
(シーズンオフ）のとを、なのように丹油で洗浄してください。 

①油タンクのバルブを閉める。 

③定油面器のストレーナの取出口に容器をあてがっておき、2 
本のねじをはずして、ストレーナを说さだず。 

③ストレーナを丹油で洗浄する。 

强)ストレーナをちとどおりに取り付け、こぼれた灯油をふきとる。 

⑤ 油タンクのバルブを開く。 

⑥ 油漏れがあるかないかを点検する。 


シーズンに1回む上] 


★点乂ヒーター！ 

•燃焼中、室巧ににおいびこちるよラな場合は、 ♦点火ヒーター及びパッキンが古くなり、切れた 

とくにま意して点検してください。 り、ずさまなどびあると、点火不良及びガス漏 

•燃焼筒とバーナーの接続部 れの原因になりまず。 

•点火ヒーターの取り付け部 （販売店にご相談ください） 


★パッキン 





命 










1 シーズンに 1 回上 


★燃焼リング、バーナー、燃焼筒、熱交換器 


•燃焼 U ング、バーナー、燃焼筒、熱交換器は高温になりますので焼損することびあります。とをどを点 
検し、変形や焼損していたら早がに修理してください。（販売店にご相談ください） 


★給排気筒、排気筒 


ご使用中、においげしたり目びしみる場含は、給排気筒、排気筒やパッキン部か弓排ガスがもれてい 
ることが考えられ危険でず。点検後お買い求めの販売店にご相談ください。 


•給挑気筒や排気筒の接続部の外れ、ゆるみ、つまり、腐食、固定の状態、給排気筒トップの周囲に可燃 
物がないかなどを、ときどき点検して、異常があればなおしてください。 

■排気筒の接続部に使用しているゴム製のリング （0 リング)は耐熱性のちのですが、2〜3年で炭化ず 
ることがあります。ゴムの硬化及び割れなどがある場合には、においや排ガスびもれるおそれがあり 
ますので新しい部品に交換してください。 

■給気ホースがふさがっていないか点検してください。 



0 U ング 

種類 

運動用日 IJ ング 

呼び径 

P 39 4種 C 

ネオ質 

シ1」コンゴム 


地震などの災害び発生したとさの点検について 


•地震などにより製品に振動、衝撃が加わったときは、運転をする前に必ず次の点検を実施してくださし、。 


点検内容 


•機器の損傷の点検 ♦給排気筒回りの外れ、漏れの点検 •送油経路からの油漏れの点検 

女点検で異常がみつかったとさや、点検したのちに使用しているとさ、排ガスのにおいがしたり目びしみ 
る場合は、使用を中止して、販売店または別紙の I お客様相談窓口一覧 I に修理依頼をしてください。 











国定期点検 

長期間ご使用になりますと、機器の点検が必要です。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適に安全 
にお使いいただくために、2年に1回程度、シーブン終了後などに、お買い上げ店、または修理資格者〔（財） 
日本石油燃焼機器保守協会 ( TEL 03-3499-2928) でおこなう技術管理講習会修了者（石油機器技術 
管理±)など〕のいる店、当社などにお問い含わせ<ださい。 


f 定期点検の內容 1 

_ 項目 

内 容 

送油経路の点検- 
掃 除 

•定油面器-ストレーナの掃除 ♦油タンクの水抜さ 

•送油経路の油ちれ 

機能部品の点検- 
確 認 

•電気配線-安全装置のはた b さ•操作部品-動く部品のはたらき 

消耗し皆すい部品 
の点横■交操 

♦点火ヒーター、燃焼リング、ク□スマット、づム製送油管 

掃除*点検-整備 

V 

•本体内部、ファンフィルター、巧流用送風機、ブ□アケース（ブ□アモーター） 

♦各接続部のパッキン、 0 U ング•給排気経路の接続、つまり 






国法定点検（長期使用製品安全点検制度) 


•この製品は消費生活用製品安全法(消安法）に定他られた特定保守製品です。 

♦特定保守製品は、お客様自身による保守び難し<経年劣化による重大事故の発生のおそれびある 
た他、消安法により長期使用製品安全点橫制度の対象に指定された製品です。 

•点検期間に法定点検〔有償）を受けていただくことび求め S れています。 

•この製品の設計標準使用期間は目年としていますが、製造年から7年後の6月か日9年後の6月まで 
を法定点検期間と設定しています。（具体的な法定点検期間については本体に表示しています。） 

ご登録いただいた所有者情報に基づさ、点検通知を送付いたします。 


♦特定保守製品とは… 

「消費生活用製品のラち、長期間の使用に伴い生ずる劣化(経年劣化）により安全上支障び生じ、一般消 
費者の生命又は身体に巧して特に重大な危害を及ぼすおそれが多いと認め b れる製品であって、使用 
状況等からみてその適切な保守を促進することが適当なをの(消安法第2菜第4項）として指定された製 
QU C~9 〇 

•法定の点検期間が到来した5点検を受けましょう。 

• 特定保守製品は、経年劣化による重大事故を防止ずるために、製贵毎に設定された点検期間中に点 
檢を受けることが製品の所有者の責務として求められていまず。（消安法第32菜の1 4) 

本製品に表示されております点検期間が到来しましたら、忘れずに点検を受けましょラ。 

• なお法定点検後ち使用を継続する場合には、こま曲に （1 〜2年)法定点検に準じた点検を受けること 
が本製品を安全にお使いいただくた故に必要となりまずので、ごミ主意ください。 

•法定の所有ち登録をしましょラ。 

• 特定保守製品の所有者は、この製品の製造（輸入)事業者に法定の所有者登録をずることびホめられ 
ております。（消安法第32条の8第1項及び第2項）製品に同捆した「所有者票」に記載して投函又は 

下の連絡方法にてご登録をお願いしまず。 未だご登録がお済みでない方や、所有者登録の内容に変 
要が生じた場含には、速やかにご登録をお願いします。ご登録されていませんと点検通知の送付が 
で定ません。 

• ご登録いただいに所有ち情報は、消安法、個人情報保護法及び当社規定により適切な安全対策のち 
とに管理し、法定点検、リコール等製品安全に関ずるお知 b せをする場合！; i がには使用致しません。 

• 所有者票びお手元にない場合は、お問い合わせ連絡先にご連絡ください。 

■所有者登録の方法 

•所有者票(返信八ガキ)でのご登録 

製おに同個されている所有者票に必要な事項を記載の上「保護シ~ル」を貼り付け返送願います。 

• インターネットでのご登録 
下記のアドレスから登録いただけます。 
http :// www . toyotomi . jp / 1 0 ken.html 
• 電話でのご登録 

株式会社トヨトミサービス課〇已 2-822-1] 44へご連絡くださし^。 

受イ寸時間は、受付時間/平曰9 ; 00-17 : 00 

^年末年始や夏休み等当社の休日については、下記のアドレスからご覧いただけます。 
http :// www . toyotomi . jp / profile / office / index.htnnl 

•法定の点検通知をします。 

法定の所有者登録をいただいたちに、法定の点検通知をいたしまず。（消安法第32菜の] 2) 

引っ越し等で所有者登録の内容に変更が生じた場含には、上記の変更登録をお願いします。 

変更登録をされませんと点検通知の送付がでをません。 




圍法定点検（長期使用製品ま全点検制度) 


【本製品の設計標準使用期間について】 

本製品は、設計標準使用期間を8年と算定しており、適切な点検をすることなく、この期間を超えて使 
用されますと、経年劣化による発乂-けび等の事故に至るおそれがございます。 

^設計標準使用期間とは、標準的な使用条件（下記のく設計標準使用期間の算定の根拠 > 参照）の下で、 
適切な取扱いで使用し、適切な維持管理びおこなわれた場合に、安全上支障なく使用することびでさる 
標準的な期間として設計上設定される期間で、製品毎に設定されるちのです。（消安法第32条の 3) 

^一力一無償保証期 間とは異なるちので ずのでご注意くださし、。 

く設計標準使用期間算定の根拠> 

本製品の設計標準使用期間は、製造年月を始期とし、（社）曰本ガス石油機器工業会規格 JGKAS 目 
4日日「家庭用密閉燃焼式石油温風暖房機の標準使用条件あび標準加速モード並びにその試験条件」に基 
づさ下の使用条件を想定して、当社において耐久試験等をおこなった結果算出された数値等に基づを、 
経年努化により安全上支障び生ずるおそれが著しく少ないことを確認した時期を終期として設計標準 
使用期間を設定しております。 


項 目 

乗 件 

年間使用時間 

2,己00時間 

換気回数 

日.日回 /h 

暖房設足温度 1 

1 2 2む 1 


また製品の設計標準使用期間の算出には、上記と使用年数一故障率の特性を使用して8年相当と算出し 
ています。 

<ご注意<ださい！> 

•本製品を上記の標準的な使用条件を超える使用頻度や異なる使用環境でお使い頂いた場合においては、 
設計標準使用期間よりち甲.期に安全上支障を生じるおそれび多くなることが予想されますので、製 
品に表示している点検期間よりも早期に点検を受けましょう。 

•具体的な点検期間は、当社サービス課 (0 己 2-822-] 144)にお問い合わせください。 

•製品を目的外の用途で使用したり、業務用に使用されるなど、上記の標準使用条件と異なる環境で 
ご使用された場合も設計標準使巧期間の到来前に経年劣化等による重大事故発生のおそれび高まる 
ことが予想されまずが、このよ5なご使用は、お控えいただくようお願いいたします。 

【点検をおこなラ事業巧の 配置 その他体制に開ずる事項】 

本穀品の点検に関するお問い合わせは下の連絡先よりお願いいたします。 

■株式含社トヨトミヴービス課 
Tel : 0己 2-822- 1144 
Fax : 0己 2-822-2742 
•受付時間/平曰9 : 00-17 : 00 

《年末年始や夏休み等当社の休日については、下記のアドレスからご覧いただけます。 
http://ww\A/.toyotomi.jp/profile/officG/i ndex.html 
•点検料金について 

•点検費巧は、お客様にご負担いただくこととなりまず。また点検の結果、整備び必要となった 
場合は別途整備費用が発生いたしまず。 

点検料金は技術料、出張料を合計した金額となりまず。なお点検料金の設定の基準は、下記の 
アドレスからご誇いただけます。 
http ;// www.t 日 yot 日 mi , ip / tyouki/ind 目 x.html 
• 具体的な点検料金につさましては、上記の連絡先にてご確認いただけまず。 

翁点橫等に関する事業所は、廣養摄 ■相談窓口一覧 ■]( 別紙参照）に記載の支店 . 営業所になります。 






【点検の結果必要になると見ぶまれる部品の保有期間】 


点検項目 

整備用部品 

口阳口ぶ 

保有期間 

(1) 燃焼制御装置 

炎検知装置 

1日年 

(2) 安全装置 

巧震自動消火装置 

1日年 

(3) 過熱防止装置 

バイ >(タルスイッチ 

] 日年 

(4) 給排気経路 

給排気筒、給排気管 

1日年 

(5) 燃焼状態 

熱交換器、点火ヒーター、燃焼リング 

1日年 


^^上記部品は経年劣化により不具合び発生ずるおそれのある箇所に関ずる部品であり、補修用性能部 
品(製品の機能を維持するために必要な部品）とは異なります。 

なお補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後7年です。 

【本製品の清掃その他曰常的におこなうべき保守の内容及びそのち法】 

♦本製品を安全にご使用いただくためには、お客様においても曰常的に清掃やお全確認をおこなって 
いただくようお願いいたしまず。 

♦本製品の取扱説明書 P 1 9 「 回 点検•手入れ」 に記載の方法で清掃や安全確認をおこなってください。 
•清掃や異常を感じた場合の措置をおこなラ際!こは、製品の運転スイッチを OFF にして電源プラグを抜い 
てからおこなって < ださい。 

•本製品の取扱説明書 P 2 日 「画故障•異常の見分け方と処置ち法」 に基づいて調べて異常び生じた場合 
は、直ちに使用を中止してお買い求故の販売店に連絡してくだごい。 







画故障.異常の見分けかたと処置方法 

修理を依頼される前に調べていただきたいこと 


•修理を依頼される前に下表の内容を確認してください。 
下表のよラなが態は故障ではありません。 


状 態 

説 明 

初めて使用するときけむりやにおいび出る。 

製品の塗料やパッキン、燃焼部に巧着した油や 
ほこりなどび焼けるためです。 

点火-消乂時に「キシ S 音」びずる。 

加熱、冷却時にでる金属の膨張、収縮音です。 

点火してもすぐ温風びでない。 

不快な冷風を出さないためであり、ストーブの部 
が暖まると自動的に出ます。 

初奴て使用するときは、電磁ポンプの振動 
音が大きい。 

ポンプ内に空気が混入しているためです。しばら 
くすると止まります。 

点火-消火時に「ポッ」という音がする。 

着火-消乂音です。 

「カチカチ」時計のよラな音がする。 

電磁ポンプの運転音でず。 

,燃焼筒や熱交換器の一部がうす赤く赤熱す 
る。 

1 . 

異常ではありません。 

とをどを黄色い炎がでる。 

異常ではありません。 


公 






故障-診断チ王ック表 


処置をおこなっても改善されない場含や原因が特定できない場台や該当する現象がない場含は、お買いお 
めの販売店までご連絡 < ださい。 


現象 

\ 

\ 

原因 \ 

転 

フ 

ン 

プ 

び 

点 

灯 

し 

な 

し^ 

点 

火 

し 

な 

い 

炎 

が 

大 

さ 

< 

な 

ら 

な 

い 

苦 

父 

で 

ち 

を 

る 

使 

用 

中 

室 

内 

が 

に 

お 

ラ 

使 

用 

中 

急 

に 

消 

を 

る 

置 

心 

た 

油 

に 

じ 

み 

が 

お 

る 

び 

び 

じ 

畏 

出 

る 

- r 

旧 
/皿 1 

風， 

び’ 

出 

な 

い 

突 

然 

す 

て 

の 

5 

プ 

が 

消 

是 

る 

処置ち法 

電源プラグをコンセン 
卜に差し込んでいない 

〇 









〇 

電源プラグをコンセントに 
差し込んで<ださい 

停電した 

〇 





〇 

E ■日 




〇 

停電復帰後点火し直してく 
ださい 

巧震自動消火装置び作 
動した 






〇 

E-S 





定油面器のリセットボタンを押し 
てから再点火操作をしてください 

油タンクに水が入って 
いる 


〇 

〇 



〇 





か混入の灯油をしっかり 
抜いてください 

油タンクに巧油がない 


〇 


1 

r 

〇 





巧油を入れて<ださい 

不良灯油を使用した 


〇 
f- ピ 

〇 

〇 







販売店または別紙のお客様相 
談窓口一覧にご相談ください 

省電力機能び作動しま 
した 










〇 

操作部のいずれかのボタン 
を押して<ださい 

配線不良がある 

〇 


〇 

〇 


〇 



〇 


販売店または別紙のお客様相 
談窓□一覧にご相談ください 

コントローフー不良 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 



〇 


// 

ねじ類の締曲 つけ 不良 
組み立て不良 





〇 


〇 

〇 



// 

フレーム □ッド不良 






〇 

E -8 





// 

電磁ポンプ不良 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

E-B 





// 

点火ヒーター不良 


〇 

E - 万 









// 

排気筒接続不良 

V_ 



1 

I 

〇 

E -30 

I 

I 


1 

1 

排気筒の接続を確認してく 
ださい 


•燃焼中「カチカチ」音がずることがありまずが、電磁ポンプの運転音で異常ではありません。 
•表中の表示は「デジタル表示」（エラー表示）を示します。 







画故障.異常の見分けかたと処置方法 



原 因 1 

処置方法 1 

•運転中に電源び切れました。 
•タイマー点火待機中に電源げ切れ1: 

(停電安全装置び作動） 1 

•電源プラヴの差し込みを確認し、再点火操 
作をしてください。 

•点乂安全装置び作動しました。 

•販売店まで連絡してくだごい。 

♦巧震自動消乂装麗び作動しました。1 

•作動した原因を取り除き、再点火操作をし 
てください。 

•運転中に消火しました。 

•販売店まで連總してください。 

♦ブ□ア f 一夕…が故障しました。 

•販売店まで連絡してください。 

•過熱防止装置び作動しましに。 

•本体温度が充分下びるのを巧って、ファン 
つィルターを掃除し、再点乂操作をしてく 
ださい。 

•バーナーヴーミスタび断線しました。 
•パーナー内に口油びたまりました。 

^•販売店まで連絡してください。 

•着火ミスを3回しました。 

参販売店まで連總してください。 

•排気筒びはずれました。 

•排気筒を点檢して接続を確認し、再点火操 
作をしてください。 

•定油面器内の灯油面び上昇しまし 
た。 

参販売店まで連絡してくだごい。 

給油ランプ点滅 

•ストーブに灯油がさていません。 

•油タンクに灯油を入れてください。 

( 「向使用前の準備」 の1 給油のしかた 参照） 

打油びある場合は送油経路を点檢してください。 

•タイマー点火時刻が設定されてい 
ません。 

参運転スイッチを「切」にして、タイマー点火 
時刻を設定してください。 

参室温び3目で iU 上になりました。 
•ルームサー5スタの取り付け位置 
びよ< ありません。 

1 •ルームヴー5スタの取り付け位壁を確認し、 
適切な位置に移動させてください。 

•室温が一1日む iiTF になりました。 
•ルームヴー S スタの不良、断線、 
または配線振けでず。 

♦販売店まで連絡してください。 

•省電力機能び作動しました。 

♦操作部のいずれかのボタンを巧してくださ 
い。 

J 


デジタル表お(エラー表示)の見ち 


ストープの運転中に異常び起こり消火した場合、下記のように、デジタル表示部に 「エラー表を」 しますので処 
置をして < ださい。 


お 

表 

- 

ラ 

H 


0囚国因區回图區国團曰 

〔_と| 卜 。，二 - ruj こ」- 广 L - -と j 〔こ，--1こ」 广ご - I j 


麻 

点 

示 

表 








回部語交換のしかた 



A ま意 


★分解修理の禁 It 

故障、破損した5使用しないでくださし、。 
不完全な修理は、ち険でず。 


分解禁止 


短期間に消耗する部品は特にありませんび、定油面器、燃焼 I 」ング、電磁ポンプ、点火ヒーター、 
パッキンなどの交換部品が必要な場合は、お買い求めになった販売店にご相談ください。 

★部品交換の隙は、必ず純正の補修部品をお使いください。純正の部品がを使用して万一故障や 
事故が発生した場合、当社は貴任を負いかねます。 

不完全な修理は危険です。修理をお受けになる場合は、財団法人日本石油燃焼機器保守協会でおこな 
ラほ術管理講習会修了者(ち油機器巧術管理±)などのいる販売店で修理されることを推獎しまず。 


圆保管(長期間使用しない場合） 

•— - -- - --- \ 

•ス I -ーブを保管する場合は、 「[2]点検•手入れ」 の項を参照して、ストーブの手入れをしてから保 
管してください。また、いたんでいる箇所は修理をしてから保管してください。 

♦格納■保管場所は、湿気•火気•高温などの悪い影響のおよびにくい所であって、しかをス1^ーブ 

の上には重量物をのせたり、人が棄ったりしないよう配慮してください。 

v_.__ _ — — ___ _J 

1 ストーブを長期間使用しないで保管するとをは、必ず電源プラグをコンセントか S 抜き、油タンクの 
パ’ルブを閉めて < ださい。 

2 ストーブを使用する季節が終り格納するとさは、油タンクのなミ由を市販の給油ポンプで全部抜き取り、 
定油面器のストレーナーら取り出して巧油で洗浄して<だすい。 

( 「17]点検•手入れ」 の I 定 油面器のストレーナ 1 参照) 

/- お願い - N 

油タンクのなミ由を巧くとさは、送油管の打油を完全に巧いてください。灯油が残っていると翌シーズ 
ンに使用ずるとき、つまって I 打ミ由が流れな<なります。 

n ストーブや油タンクの表面をふいてください。 

•固くしばった;'需れ雑巾や、薄めた中性洗剤でミちれを取り、乾いた布で水気をふさ取って<ださい。 
★シンナー、ベンジンなどでふくのはおや姐ください。塗装が変色したり、危険です。 

か 本体にほこりがたま5ないよう、適当なカバーをかけてください。 

5附属品と「取扱説明書」-「工事説明書」-「巧証書」も紛失しないよう同時に保管して<ださい。 









圆仕様 



型式の呼び 

P 療 

点火 方式 
使 用 燃 料 


燃 焼 状 態 
燃料消費量 
_ M 

聲 執_ 率 

暖房 出力 


外形 寸法 
質 量 

電ミ唔電圧及び周波準 ( 
定格消費電力 
給排気筒の型式の 呼び 
を並気筒®呼ぶ'径 
. 給排気筒の壁貫通部の孔径 
排 _ _ XI /皿 吗 

電流 ヒューズ 
安全装置 


■送油経路図 


FF - V 30 E 

密谭式石油ストーブ•ポット式 • 強制給 g 自墨护 強制対流 お _ __ 
電気点火 
灯油 （ JIS 1 号） 


_ 取 大 _ 取 ル _ 

3.49 kW (日. 339 L / h ) ].03 kW (日. lOOL / h ) 

125目日 kJ/h 3704 kJ/h 

86.日％ __ _ 86.0% 

3.00 kW I 0.885 kW 


高さ日 4 日 mm •幅 46 日 mm •興行 3 日 0 mm (置台を含む） 

]2 k 昼 一 

100 V 日日/ 60 Hz _ _ 

点乂時巧 0/250 W 燃焼時3日/2目 W 待機時 1.1/1.0 W 最大 680/680 W (点火初綱時に短時間発生) 

FFP -320 

□39 

70〜 80 mm 
260で1：^下 

4 A _ 

巧襲自動消火装置•点乂赛全装置•停電安全装置•逼熱防と装置•燃！壁_制御装 _P 
壁固定金具 （1 セット）•漬準給排気筒セット （1 セット）•木ねじ （1 本）， 

ゴム製送油管 （ Im ) .す、一_スバンド（ル） （2 個）_ 


胃 U ンブ 
パーナー 


:•:なボンフ 


定油面器 


讲油タンク 


■配線図 


ランス 


•給排気筒トップ 
フ レー ム□ッド 


アース 


電源 

点乂 ヒーター 
フアンモーター 
フ□アモーター 

電磁ポンプ 

操作表示基板 


赤 


過熱防止装置 

緑 


対震自動消火装置 

白 


ルームヴーミスタ 

黄 


バーナーヴーミスタ 

赤 

白 

青 


ホール 1 C 

黒 

黄 


油面センサー 



黄 


油閉止弁 


運転スイッチ 


30 







图アフターヴービス 


保証 I しついて 


•添付しておりまず保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししまずので、お受け取りください。記載 
内容をご確認のろえ大切に保管してください。 

•保証期間はお質い巧めの曰より1年間です。 

修理を依頼するとき 

•r 国] 故障•異常の見がけかたと処置方法 J に従って、お調べください。直らないとさは、ご使用を中止 
し、必ず電源プラグを损いてか b、 お買いホめの販売店にご連絡ください。 

•ご連絡いただをたい内容は次の通りでず。 

①品名… FF 式石油暖房機(密閉式石油ストーブ） 

③型式の呼び… FF-\/30 巨 

③ お買い求め年月日 

④ 故障の状況(できるだけ具体的に） 

©おなまえ，おところ，電話番号 

•修理に際しましては、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店び修理させていただき 
ます。 


♦保証期間が週ぎているときは、修理すれば使用でをる場合には、ご希望により有料で修理させていただ 
をまず。 

•修理料金は、技術料，部品代，出張料などで構成されています。 


この取扱説明書と工事説明書および本体に表示されている禁止事項-ま意事項および通常使用に反し 
て使用された場合の故障、事故につきましては、保証いたしません。 


補修用性能部品について 


•密閉式 (FF 式)石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造打ち切り後7年でず。 

•補修用性能部品とは、製品の機能を維持ずるた故に必要な部品でず。 


転居される場を 


•このス1-ーブは電源周波数加、 60Hz とを同一仕様です。 

•電源周波数の異なった地域への転居でちそのままお使いいただけますび、高地への転居、高地からの転 
居は再調整が必要ですので別紙の’ お客様相談窓口一真： までご相談ください。 


/ 

/ i \ ま 忌、 

★分解修理の禁止 

故障、破損した5使用しないでください。 



不完全な修理は、危険です。 

分解禁止 

ノ 


故障-修理の際の連絡先 


アフターサービスについてわか! 5 ない場をは、お買い求めの販売店、または、Iお客樣相談窓口一質'（別 


紙参照）までお問い含わせ < ださい。 

近 









圃据付け-移設について 

据付け-移設工事は販売店に依頼する ~~ 

♦据巧けや移設工事は販売店または据付業者に依頼し、お客様ご自身では、おこなわないでください。 


据付け場所の選定及び標準据付け例 


•据付けについては、乂災予防条例、電気設備に関する技術基準などの法令の基準がありまず。工事説明 
書の「安全のために必ずお守りください」をお読みになり、販売店又は据付業者とよくご相談してくださ 
い。 

•標準据付け例については工事説明書を参照してください。 


給排気筒を延長する場含の注意 


•給排気筒を延長する場含は、 3 m 3 なびり 1 U 下で取巧け5れる場所を選定してくださし、。 


積雪地区におけるま意 


•積雪のをい地ちでは、積雪時に給排気筒が雪でふさがれないような取付場巧を選定して<ださい。また、 
風がよどむような場所では、排ガスを再度吸い込んで、不完全燃焼を起こすことがあります。 


据付け後の確認 


•据付けが終りました!5、もう一度、工事説明書の「を全のために必ずお守りください」をお読みになり、 
工事説明書に記載されているとおり据え付け日れているかどうかを確認してください。 















試運輯 


•試運乾は、販売店交は据付業者とご一緒に必ずおこなってください。 

1「问使用前の準備」 の I 給油のし石^ 、 I 点义前の準備と確認 I に従って運転準備をしてください。 

1 •「巨]使いかた」 にがって運転させてください。 

2初期運転時の異常現象 

♦ご購入されて初めて使用されるときに、製品の塗料やパッキンなどげ焼けることによって、におい 
や煙が出る場合があります。 

このよラな場台は、お部屋の窓（給排気筒トップ取付け場所より離れた巧）を少し開け、半曰か5 
1日程度、「強」運転をしてください 

•送油管の途中が山形になったり、ちつれたりしていまずと、送油管の中に空気びたまって油び流れ 
ないことびありまず。 r 间 使用前の準備」 の I 給油のしかた 1^^ ホ あ化が 插 に従って送油管の中 
の空気を抜いてください。 

3正常運転の目を 

•正常運転時のパ'—ナーの炎の色は、黄火がとさどきまじる青炎です。 


消义の手順 


♦ri 己 I 使いかた」 の I 消乂のしかた I に従って消火操作をしてください。 







愛情点検 


^長年ご使用のドド式ストープの点検を! 



ご使用の際 
I このようなことは 
ありませんか 


•ミ由ちれずる。 

•点乂しにくい。 

•強いニオイがずる。 
参がが異常に黄色い。 
•運転中異常な音がする。 
♦その他の異常•擺げある。 



> FF 式ストープの補修用性能部品の保 
有期間は、製造巧ち切り後7年です。 


故障や事故防止のため、 
コン t ント から 電源 プフ 
I グを抜いて、必ず販売店 
に点検•修理をご依頼く 
,ださい。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


/ 

型 式1 

FF - V 30 E 

お買い求め年月日1 

年 

月 

日''' 

お買い求め店名 

1 

(電話番号） ( 

) 

— 

ノ 


株式会社 1-3 トミ 

本 社名ち屋市瑞穂区桃園町日番17号干4日 7-0855 
フ U —コール日] 2日-1日 4-1 54 
TEL 日 52-822-1144 FAX.052-822- 2742 







(長® 


型式 FR -45 C 型式/7?■が C 

エフアール シー エフアール シー 

mFF ~45 C 戦 FF -55 C 


エフエフ 


エフエフ 


密閉式石油ストーブ 


n 


扱説明書 


このたびは本機をお買い求めいただきましてまことにありがとうございます。 

•ご使用になる前に、必ずこの「取巧說明書」巧び別冊の「工事説明書」をよく読 
んで、正しく使用してくださし、。 

この「取扱説明書」は、別冊の「工事説明書」、保証書と共に必ず保管してくだ 
さい。 

•取扱説明書、工事説明書を紛失された場台は、お買い巧めの販売店にご相談くだ 
さい。 



Z 日 4-1 


株式会社 i-ai-s 


71加0020目0 
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田安をのために必ずお守り < ださい 


•お使いになる入や他の人への危害と財産への損害を未然に防ざ、製品を安全に正しく使用するために、 
必ずお守りいただくことを説明しています。 

♦ここに示した表示は、誤った使いかたをしたとさに生じる危害や損書の程度を;欠の表示で区分し、説明 
していまず。 


么警告 ( WARNING ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人 
が死 t 、 重傷を負ラ可能性、または火災の可能性 
び想定される内容を示していまず。 

A ま意 ( CAUTION ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人 
び傷害を負う可能性や物的損害の発生げ想定され 
る内容を示していまず。 


お守りいただく内容を、次の絵表示で区分していまず。 

f の感媛)風感 この絵表示は、「禁止」されている内容です。 



この絵表示は、「注意」していただく内容でず C 


し 〇 _を」 この絵表示は、必ずしていただく r 指示」内容でず。 

説明夕中の r お願い」 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただ<ための内容び記載されていまず。 



女ガソリン使用禁止 


告 （ WARNING) 


女給排気筒（管，ホ~"ス）外れ危険 


ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用し 
ないで < ださい。 

少量の混入でわ、火災の原因になりまず。 


儀 


給排気筒(管、ホース）び外れたまま使用しない 
でください。 

がれていると運転中に排ガスび室内に漏れて、 
危険です。 


勺ご竺^ ガソリン禁止 

★給排気商トップ閉そくを険 

給排気筒トップの周りび雪でふさがれたままで 
使用しないでください。ふさびれているときは、 
除雪してください。 

閉そくしていると運転中に排ガスが室内に漏れ 
て、危険でず。 



0 


★巧類の乾燥厳禁 i 


。刪0 


衣類などの乾燥には使用しないでください。 
乾燥するとストーブの熱気でゆれて落下して、 
乂災の原因になりまず。 











の安全のために必ずお守りください 



告 （ WARNING) 


★温風吹 出□を ふさがない 

衣類、紙などで温風吹出□和空気取入□をふさ 
がないでください。 

衣類、紙などでふさぐと、異常燃焼や火災の原 
因になります。 


★スプレーを星_禁 

スプレー吿やカセツ ト こんろ用ボンベなどを、 
ストーブの前や温風のあたるところに放置しな 
いでください。 

熱で生の圧力び上びり、爆発して危険です。 



0 


巧 



0 


I * 輔点検の麵 

定期的 （2 年に]回程度）に点検-整備を受けて 
<ださい。 

点検を受けずに長期間使用し続けると、故障が 
事故の原因になり危険です。 

点検-整備はお買い求めの販売店や資格者のい 
る店に依頼してください。 


★ご自身での据付け•移設工事の厳禁 

お客さまご自身による工事は危険です。 

据付け工事は販売店や専門業者にご依頼くださ 
い。 

(ス [ -ーブを移設ごせる場合ち同じです。） 



〇 




0 



意 （ CAUTION) 


;★カーテン、可燃物近接寧止 

カーテンや燃えやすいちのを近づけないでください。 
ストーブの前に可燃物を置かないでください。 

ストーブの熱気で着乂して火がが発生するおそ 
れびお0ます。 

可燃物との離隔距離については工事説明書の据 
付け例を参照してください。 


★異常時使 用禁止 

万一異常を感じたとさは、使用しないでください。 
異常燃焼のおそれびあります。 



0 



0 


i ★給油時消乂 

給油は、必ず消 
火し、他に火の 
気のない状態で f ™- 
おこなつてくだ^ 
さい。火災のお^ 
それがあります。" 



〇 

消火 


★温風に直接あたらない 

温風や轄射熱に直接長時間あたらないでください。 
低温やけどや、脱水症状になるおそれがあります。 
温風を直接暇い込まないでください。気分び悪 
くなることがあります。 



0 







ガードの中や温風吹出□や空気取入□などに、 
指や可燃物、針金などの異物を入れないでくだ 
さい。 

けびや火災のおそれがあります。 





★が J 1 修驾の寧ぶ： 

故障、破損した5、使用しなし巧ください。 
不完全な修理は、危陵です。 


0 

禁止 

分解禁止 


★電源プラグは確実に差し込む 


電源プラグはコンたントに根元 
まで確実に差し込んでください。 
(また、傷んだプラグやゆるんだ 
コンセントは使用しないでくだ 
さい。） 

火災の原因になります。 

めれた手での抜き差しはしない 
でください。 

感電の原因になります。 


〇 


/ •、- 

\\ しコ品 J と"! 


改造して使用しないでくださし、。 
また、ス I -ープや給排気筒には床暖 
房用の熱交換器などを取り付けない 
で < ださい。 

火災や、排ガスが室内に漏れる原因 
となり、危險です。 


電源コードに無理な力を加えたり 
傷付けたり束ねたり、物をのせたり 
加工しないでください。 

また、電源プラグを抜くときは、コー 
ドを持って引さ抜かないでください。 
電源コードが破損し、火ぶや感電の 
原因になりまず。 


0 


Q 


★改造使用の禁止 


女指や異物を入れない 


★電源コードを傷めない 


★高温部接触禁止 

燃焼中や消火直後は、高温部、給排気筒トップ、ガ 
-ド （ FR - 4己 C ’ FR - 己己 C ) 、ルーパー （ FF -45 C . 
FF - 已己 C ) などに手などふれないでください。 
やけどのおそれがあります。 


. ゆ M 


接触禁止 


★腰をかけたり物をのせない 

ス I ブの上にのったり、腰をかけたりしない 
でください。ストーブの故障や、和けどのおそ 
れがあります。ストーブの上に花びん作、水を 
入れたちのなどを置かないで<ださい。水がか 
かると漏電や故障のおそれがあります。 


0 


1 

V -^ 

- 4 


祥 

均 

巨 

★油漏れ確認 






油タンク-ゴ厶製送油管-接合部-給油コック 
および機器などか日の打油漏れがないことを 
確認の上ご使用ください。 

巧油び漏れていると火災のおそれがあります。 


漏れを確認 


ゴム製送油管 



〇 


女給排気筒付近の可燃物近接禁止 

給排気筒トップの近くに、灯油や可燃物など引 
乂のおそれのあるちのを置かないでくださし、。 
乂災のおそれがありまず。 

„ i /Oi 


意 （ CAUTION) 


ツ 


巧が物 

ミ' 
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圧]安全のために必ずお守りください 


么注意に AUTION) 

★長期間使用しないときは電源プラグを巧く 

長期間使用しないときは、電源プラ 
グをコンセントから抜いてください。 

火災や予想しない事故の原因となり 

ホ9 D 電源 ブラグを! K 

★電源プラグのお手入れをする 

ときどきは電源プラグを掠き、ほこ 
り（あび金属物)を除去してください。 ■■ 
(ほこりや異物びたまると湿気など WW 
で絶縁不畏になり)火災の原因にな^2^ 
ります。 ず日の 

★高地(標高 150 日では使用創: 

酸素濃度が薄いので不完全燃焼します。 

1000 〜巧日 Om の場所では再調整び必要でずので 
販売店へお問い合わせください。 

鐵容止 

★お子様やお年畜りのご使用にミち意 

おモ様やお年寄り、体のご不自由な 
かたげお使いになる場合は、やけど■墨 
などについて、 J 1 囲の人び充分にミち WW 
意してください。 ^5^ 

★床面にミま意 

ほこり皆、タノ（コの煙などにより、 A 

温風吹出口周辺の床面び巧れたり変/|\ 
色ずることびあります。 / • \ 

★可燃性ガス使用禁止 

ストーブを使用している部屋で、巧 
燃性ガスが発生するちの〔ガソリン、 | X 1 
ベンジン、シンナー）、スプレーを使 V y 

用しなし' し\ /"し cf し'。 化田ホ木||_ 

火ぶや故障の原因になります。 

ホノこ、 姊1 し 弱し、ソューソソや j 木り J 上 ■ '寸と 
で長時間使用すると、変色したり、 

そり返ることがありますので、熱に 
強いマットなどをひいてください。 

J 


お願い （ NOT に E) 


★灯油の廃棄 

'灯油の廃棄処分は、灯油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 



回使用ずる場所 


★効果的に使用するために 



〇 

指示 


八 




•温風の循環を妨げるちのがない場所に設置 
してください。 


>外気に接ずる窓の下が壁側に設置すると効 
果的でず。 


♦熱に弱い力ーペットや床の上で長時間使用すると、変色したり、そり返ることがあります。 
熱に強いマットなどを敷いてください。 



〇 

指示 















3 pq pR のなまス 


外観図 i FR -450 FR - 己己 C 


FF - 4 日 OFF - 己目 C 


深が部-表を部 


劇をが-教ふ部 


ガラスが睛 


ヒートエレメント 


フ□ントパネル/ 



リなットボタン 


ストレーナ 


フ□ントパネル 


J レ ー- ノて一- 
(遍话，の化口） 




Utz ットボタン 

/ 

スト レージ 


フアンフィルター(温姐用空気お入 □) 


背面カバー(上） 


背面カバー(ち） 


対流用フ尸ンモーター フ^■^ンフィルターじ益逆用をお販入口） 

つ 巧'脚。パー（上） /- T 

ゴ了丄/ 背臨 カバー （左）巧硬 カバー (巧）ム J 


スト ツバー 
フラアット 


ムームヴーミスタ 


排を簡列■むが I 巧]拽 


補 


お)荒巧—フアンモーター 


背商わパー(て） 


巧; 巧 コード/ 


巧顯フラグ/ 


\が其尚がれ検如保 
\ルームヴーミ スタ 


巧塘コード/ 


巧滿プラグ/ 


構造図 


お义吗を； 


K - トエレメント 

ガつスが訂 


なな換規 


ストぃノパー 
ブ亏ク 、ソト 


巧 化ぷンプ 

础面センサー 

/ . 

I - け？ットボタン 

ぶ迎面器 


のぞきを： 


フレーム U ッド/ 


萃雌がン？ 

巧岛わンヴ -- 
/ -- 

U をぶ卜审を苗 

志:油齒狀 


プ□アたーター/ /南火 t :: ■夕_ゴ 


フレームじ I ッド/ 


\パーす一 \ 巧湖朽 
\ががリング 


\冉.火た --- シー\な;相: \7 u アたーター- 
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图含部のなまえ 

操作•表示部のなまえと使いかた、「点な」-「点滅」の意味 


温度 

時計 


ごこ 

0 

J n 

'星 •, 

〇 

し KJ 

設定温度 

室内温度 


デジタル 


■温度表の 

設定温度 . 

1日で〜32でまで設定温度を選 
す尺でをます。 

室内温度…… 

一9む〜35でまで表示します。 
■低温表の • 局温表巧 

「しコ」……室巧温度が 
一1日で1^^(下。 

[H J ……室内温度が 
36む义1。 


温度 

時計 




00 


設定温度 室内温度 





















表示部 


■現在時刻表示 温度 □ 

現在の時刻を表示します。' 時計 □ 


• タイ7— 

温度 □ 
時計口 


S 

設定温度 


t • 

設定温度 


■タイマー運輯時刻表示 

タイマー時刻表示は点滅しまず。 


室内温度 


n n 
u u 


^ ■故障•異甫により自動消乂したと牙の 
つ エラー 表示 

I _三リ自己診断機能により、異常時には [/〜 

室内温度 ， E - が;'，,弓-がを 表示します。 

(「画]故障•異常の見分けかたと処置方法」 参照) 


タイマーボタン 

タイマー運転をおこなうときに使います。 

「固 使いかた」 の I タイマー運起のしかた I 参照 


セーブ ボタン 

セーブ運転の設定•解除をおこないます。 

「囘使いかた」 の I セーブ運転のしかた I 参照 














3 使用前の準備 


燃料 


® 燃料は、な油 （ JIS 1号巧油）を必ず使用してください。 


A 警告 


★ガソリン厳禁 

ガソ I 」ンなど揮発性の高い油は、絶刻-に 
使用しないでください。 

か量の混入でち、火災の原因になります。 


歡驚® 

夕^ガソリン禁止 


♦ガソ U ン、シンナーおよびこれらび混入した灯 
油、変質'灯油、ちれに打油、水やごみの混じって 
いる灯油などは、絶対に使用しないでください。 

•'む油は、必ず火気、雨水、ごみ、高温および直 
射日光を避けた場所で灯油専用容器を使って保 
管してください。 


灯油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹さかけます 
(火の気のないところでおこなってください) 


〇打油 X ガソリン 



霜れたままでず。_^すぐ乾いてしまいます 。 J 


給油のしかた 


給油の際の手順とま意 


油タンクに給油する。 

♦油タンクの給油□ふにをはずし、灯油を市販の給油ポンプで 
油量計を見ながら給油してください。 

•給油の際は、給油□フイルターを取り去らないでくだごい。 



給油の際にこぼれた灯油をふきとる。 

•給油後、油タンクの底のドレン受けを透視して水やごみびた 
まっていれば給油□フイルターをいったん取りはずし、給油 
□から市販の給油ポンプをドレン受け内にさしこみ、水がご 
みなどを販いだして < ださい。 


2給油口ふたを必ず元通りに閉める。 


燃料切れの注意 



•燃焼中に'な油がなくなると消火します。 

このとき 「給油ランプ」 び点滅し、ブヴー音がして異常びあったことを知らせます。 

油タンクに打油があるのに 「給油ランプ J が点滅するとさは、送油経路のつまり、空気たまりが考えられま 
す。このよラなときは、「居] 使用前の準備」 の 給活のしかた或, 足むお技 や r 居] 使用前の準備」 
の I 点乂の準備と確 gjr 定油面器のリセットボタンのセット」 を参照して送油経路の点検をしてください。 
•南運転ずる場合は、本体温度が充分下がってか5油タンクに給油し、 「運転スイッチ」 を一度 「切」 にしてか 
ら r 入」 にしてくださし、。 












^ 空気巧さの方法^ 


•送油管の違中が山おになったり、もつれたりしていまずと、送油管 
の中に空気がたまって灯油か'流れないためにストーブは「給油ラン 
プ」が‘点滅して運輯しません。 

このよラなときはじ(下の手順で処置をしてください。 

(灯油をこぼさないよラに注意してください。） 

⑩バルブを全開にする。 

風送油管に山形搞低)がないように平らにする。 

③ ストーブ本体との接続部を取りはずし、取りはずした送油管の先端 
をバケツなど灯油をためることがでさる容器に入れはずれないよ- う 
に固定する。 

④ バルブを全開にし、送油管から灯油に空気び混じらない状態で連続 
して茄れ出ることを確認する。 

ミ主意：バルブを全開にしてち巧油びまったく出ない場合は油タンク 
とス [ -ー プ本体との落差(約 30 cni 必要)びない場合ちありまず 
ので確認-処置してください。 

⑥確認できたらバルブを全聞にする。 

狼送油管をストーブ本体に接続する。 

な)バルブを全開にする。 

⑩ストーブ本体の側面にある赤色の リセ ッ ト ボタンを下へ]回押す。 
@ストーブを運転する。 



油漏れの確認 

ストーブの置台、または送油経路（油タンク和送油管の接合部など）から油漏れげないかどうか確認してください。 
万一、油漏れしている場合は必ずお買い求めの販売店に修理依頼、または当社にご相談ください。 


給気ホース-排気筒接続の確認 

給気ホース-排気筒が正しく接続されているか確認してください。 

外れていると運転中に排ガスが漏れ大変危険でず。 

ストーブ周ぶの確認 

ストーブの周辺および給排気筒トップの周囲に引火物や可燃物を置かないでください。 


空気 送油を 



※製品の側面にあります 


定油面器のリセットボタンのセット 

定油面器の赤いリセットボタンを、下へ]回押してください。 

点火するたびにセットする必要はありませんが、シーズン初ゆや、本体設置 
場所を変更したとき、または巧襲自動消火装置が作動したあと再運転すると 
をは、 IJ セットボタンをちう一度、巧しなおしてください。 



-お願い- 

•リセツトボタンは日秒 iU 上押し続けたり、カラーを外して押さないでください。 リセット 

•定油面器から灯ミ由があふれたり燃焼が継続しないことがあります。 ^ボタン 


カラー 




囲使用前の準備 


電源プラグをコンセント（家庭用 
AC 100 V ) に確実に差し込む。 

•デジタル表示部は「-」表示され 

ますので、現在の時刻をセットしてください。 
•このとき r 給ミ由ランプ」 び点滅ずる場合は、 



温度 

時計 


設定温度、、 

デジタル表示部 



ストーブに灯油びきていませんので、 r 而 使用 前の準備 I の r 給迎 のし かた1 1 臟巧 化优 I おお i を参照して 


送油経路を点検してください。 


現在時刻の設定のしかた (運転停止中にしかできません) 



現在時刻が午後7時10分の場を 
® 0または0のボタンを1度巧ず。 

「時計ランプ」が点滅します。 

② デジタル表示を見なが5 0のボタンを巧して「，'弓」にちわせる。 

③ デジタル表示を見なが5 0のボタンを巧して「ぶ」に合わせる。 

•0-0 のボタンは、一度押すごとに]時間または]分間ずつ進みます。押し続けますと連続的 
に進みます。 

•時刻合わせをする場合は、 「時計ランプ」 が点滅している間に C へ1•にろのどちらかのボタンを押し 
てください。 

時刻合わせびできなかった場合は、もう一度またはのボタンを押してやり直してください。 

④ 「時計ランスが、点滅か5点灯に変わり、設定が完了しまず。 

f -お願い-^- 

•ストーブの時刻表示がズレる場合は、コンセントを一度损いて、をう一度差し込み直して、時刻を 
設定してみてください。それでち直日ないとさはお買いホめの販売店までお問い合わせください。 

•ストーブに巧奴て通電したときや、停電後や、電源プラグを 温度 □( - j ( - ) 

抜いて再通電した場合、デジタル表示は「----」表示ごれ 時計 ■ • • — • 

ますので、現在の時刻を設定してください。 I - " I - - 

設定温度 室巧温度 


★省電力機能 

•時計表示中に、5分間経過しまずと、省電力機能び働いて、デジタル表示部が「消な」して、電力の消費 
をおさえます。 

時計表示を確認したい場合は、操作部の運転スイッチ外のどれかのボタンを押すと表おします。 

運転スイッチを押ずと点火動作に入りまず。（運転中及びタイマー待機中この機能は働きません。） 











固使いかた 


点乂のしかた 



①油タンクのバルブつまみを r 全開」にする。 


②「運転スイッチ」を巧して「入」にする。 

•ブヴー音がして「運転スイッチ」が点滅します。 



•「温度ランプ」び点灯'し、デジタル表示部に設定温度と室内温度を表おします。 


③約120秒後に自動脚こ点乂し、「運乾スイッチ J が点灯に変わりまず。 

. -お願い- 

•ご購入されて初めて使用されるときに、製品の塗料やパッキンなどが焼けることによって、におい 
や煙げ出る場含が'ありまず。 

このような場含は、お部屋の窓（給排気筒トップ取付け場所より離れた所）を少し開け、半日から 
] 曰程度、「強」運乾をしてください。 

•初奴て運転するときは、送油経路に充分燃料が供給されていないため、一回で点火しない場合があ 
りますから、し:ずらく待ってからちう一度点火操作をおこなってください。 

♦] 〜2固点火操作をして、点乂しなかった場含、何回ち点火しないでください。バーナー内に灯油 
がたまります。販売店にご連絡ください。 

万一灯油びたまったことに気付かずに点火したとさは、「運転スイッチ」を押しなおして「切」にし、 
たまった灯油び燃えつきるまで待ってください。 このとき、 電源 プラグをコンセントか5抜かない 
で < ださい。 

•点火後約日分間は、温度調節に関係なく r お燃焼」 します。 

♦点乂後約2分間は、巧流用ファンは回りません。 

•室温び日で LU 下の場合は、点火までの時間は約4分になりまず。 

•運転開始時に閉止弁が開くため、 「カチッ」 と音がします。 







固使いかた 


室温の調節のしかた (運転中にしかでをません) 


購入後、初めてお使いになる場合は、 「, f ' ご」 （2 日むび 
設定温度となります。 


ク已 

ノ皿 

時 


度 

計 


ご 


二 in 。 いつ 
ししり 。I 'し, 

設定温度室内温度 



®0 または0ボタンを1度押ず。 

「温度ランプ」が、点滅します。 

® 温度を上げるとき。 

デジタル表示を見ながら (3 のボタンを押しまず。 

® 温度を下げるとき。 

デジタル表示を見なびな^/)のボタンを押しまず。 


•温度設定をする場合は 「温度ランプ」 が点滅している間に0 •©ボタンのどちらかを押してくだ 
さい。設定できなかった場合はもラー度押して、やり直してください。 

•設定温度は1日で〜32む、室温表示は一9む〜35でまで表示します。 

•室温表示は室温び一1日む UI 下の場合 「 L , っ」、 36で！;!上の場合は 「卜 / ,」 と表示します。 

♦設定された室温にコント□ールするた他に自動的に火力を調節します。 

♦一度設定温度をきめますと、その設定温度を記憶していますので、変更をしない限り、消火後再運 
転ずる場をわ同一設定温度になりまず。 

-お願い- 

室温調節は、ストーブの位置や部屋の大をごなどで、がずしち前面パネルの「デジタル表示部」の室の 
温度表示と室温とは一致しません。 

このような場合は、ルームサーミスタを、工事説明書の （ルームサーミスタの配編(-移動）） を参照し 
て、適切な位置に付け曾えてください。 


公 






セーブ運転のしかた (運転中にしかできません) 


セーブ運転時は、運輯中に室温が設定漏度より、約2で上昇すると自動的に r 消乂」します。また設定 
温度まで下がると、自動的に「再点乂」します。 



①「セーブボタン」を押ず。 

「セーブランプ」び点灯し、設定されます。 


解除のしかた 


( D 「セーブボタン」を押ず。 

「セーブランプ」び消灯し、解除されます。 


-お願し、- 

セーブ運転を連続して使用しますと、ガラスにずずが付<ことがあります。ときどきセーブ運乾を 
解除し、乂力を r 強」燃焼で1〜2時間燃焼させてください。 （ FR - 4日 C • FR -55 C のみ） 


ぶ 








固使いかた 


タイマー運転のしかた (タイマーを使用して暖房を始めたいとき) 


ぐ 

タイマ-運転をする場合は、「口^ 使用前の準備」 の商 在時刻の設定のしかた 1 

に従って、時刻合わせを 

してからでないと、タイマー運転でをません。 

\ 

J 


{ 

このストーブのタイマー運転は、その時の室温により自 

\ 

室温によるタイマー点火時刻の自動変更 

動的にタイマー運転による点乂時刻を変え、希望の時刻 

巧む IU 上^設定時刻 

にはお部屋を暖か< しておをます。 

日む〜15む一設定時刻の10分前 

(室温 I 日む(下の場合） 

\_ 

日む下一設定時刻の20分前 

y 



初めて設定ずるとをはデジタル表示部の表示が 
「-」表示に変わり、「タイマーランプ」が点滅します。 


♦タイ7— 
〇セーブ 


( D デジタル表示を見なが5 0のボタンを押して「 S 」に合わせる。 
③デジタル表示を見なが5 0のボタンを押して「が」に合わせる。 


♦じ^•じジのボタンは、一度巧すごとに]時間または1日分間ずつ進みます。巧し続けますと連続的 
に進みまず。 

•時刻合わせをずる場含は、 「タイマ…ランプ」 が点滅している間に ’ r ^ のどちらかのボタンを 
押して < ださい。 

•設定できなかった場合は、もう一度 r タイマーボタン」 を押してやり直してくだごい。 


④「タイマーランプ」が、点滅している間に r 運転スイッチ」を押して「入」にずる。 

かし待つと、タイマーランプが点灯してデジタル表示は現在の時刻を表示してわットが完了します。 








. -お願い- 

•タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定すれば、変更しない限り、「タイマーボタン」を押し 
て「タイマーランプ」の点滅中に、「運転スイッチ」を「入」にするだけで同一時刻で設定が完了します。 
•「運転スイッチ」を巧して、「運転ランプ」が点滅しているときに、「タイマーボタン」を押すと、「夕 
イマーランプ」び点滅し、少し待つと r タイマーランプ」び点灯し七ットが完了します。 

•タイマー運転時刻を変更ずる場をは前記と同手順でおこなってください。 

\ _ 

解除のしかた 

タイマー運転操作をした後、タイマー点火時刻前に通常運転をおこないにい場合。 

〇「運転スイッチ」を押して「切」にする。 

- [タイマー運転の辭除] 

© 「運転スイッチ」を再度巧して「入」にずる。 

-[通常運転開始] 

ぶイマ_運転のま^逼^ 

. -お願い- 

♦通常運乾中に r タイマーボタン」を押ずと、消火して r タイマー運転」の状態になり、タイマー運転時 
刻に自動的に点火します。 

♦タイマー運転時刻の確認は、タイマー運転待機中または運転停止時に「タイマーボタン」を押すと、 

1日秒間表おしまず。 

•タイマー運転操作後に停輩がおったときや、ス I -ーブを揺らして対震自動消火装置が作動したとき 
は点火しません。 





固使いかた 



①「運転スイッチ」を巧して「切」にずる。 


• 「運転スイッチ」びしばらく点滅してか5、消灯します。 

•デジタル表示部は、現在の時刻を表示します。 

消乂後しばらくは对流用ファンは回転し続けます。その後自動的に停止します。 

対流用ファンが止まるまで、電源プラグを抜かないでください。 

f -お願い- 

•ストープの消火は電源プラグをコンセントか5巧きとったり、ストーブをゆすって消してはいけま 
せん。 

•外出ずるときは、必ず消火して<ださい。 

•長期間留守にするときは、必ず電源プ^グをコンセントから抜いておいてください。 

S _ 

r 消乂後再点乂するときのを意 


消火後ずぐに再点火ずると、過熱防止装置か'作動したり、異常音げ出ることがありますので、しばらく 
冷えるまで待ってから再点火してください。 



①運輯中や運お停止中に r チャイルドロックボタン」を3秒切上長巧しずると「チャイ 
ルド□ックランプ」が点打し、チャイルド□ックが設定されまず。 

♦運転中は運転スイッチで消火のみ操作巧能です。設定温度の変更などの他の操作はでさません。 
•運転停止中はすべての操作がでをません。 

解除のしかた 

③チャイルド□ックが設定されているときに「チャイルド□ックボタン」を3砂し U 上長 
押しずると「チャイルド□ックランプ」が消口し、チャイルド□ックが解除されまず。 











使用上の注意 


A 注意 


★高温部接触禁止 

燃焼中や消火直後は、高温部、給排気筒トッスガード ( FR -45 C - FR - 己己 C ) 、 
ルーバー （ FF -4 己 OFF - 曰己 C ) などに手などふれないでください。 
やけどのおそれがあります。 


接触禁止 


•ご使用中に、においがしたり目がしみる場含は、給掛気筒 
やパッキン部か b も排ガスがもれていることが考え b れ危 
険でず。 

使用ずるのをやめてお買い求めの販売店にご相談ください。 

♦ストーブや給排気筒には、床暖房用の熱交換器などを取付 
けないでください。 

ストーブや給排気筒に熱交換器などを取付けると排ガスの 
水分が結露しやずくなり、結露水び凍結して給排気筒を塞 
ぎ、不完全燃焼皆排ガスが室内に漏れる原因となり危険で 
す。まに、ス I -ーブの寿命を短くする原因にもなりまず。 

♦屋外の給排気筒トップび雪に埋ちれたり、結氷していない 
か、日常点橫してください。 



0 


琴。。〇 


•長期間使用しない場合や、使用期間が終わりましたら、必 
ず電源プラグを抜いてください。 

ほこ0和汚れがついて発火ずることがあります。 

•このストープは、雷に対する安全機構をそなえていますが、 
雷の条件によってはストーブが敌障ずることびあります。 
雷び発生したら電源プラグをコンセントから旅いてくださ 
ると安全です。またストーブをいためることをありません。 

•油成分が多量に飛散する場所では使用しないでください。 

•ストーブの近くでラジオなど使用すると、ラジオに雑音が 
混入するおそれびありまず。 

•使用中、停電や電源プラグがおけた後に再通電しまずと、 
デジタル表示部に 「 f - ，ご」 が表示されます。このような 
場合の再点火は、しばらく待ってストープの本体温度び充 
分下びってからおこなってください。 

♦正常燃焼中の炎は青炎でところどころに黄色び湿じります。 
又炎はある程度片寄ったり、ゆれることがありますび異常 
ではありません。 



電源プラグを K 


コンセント 


電源プラグ 
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国安全装置 


•ち全装置が作動するのは何らかの異常があるとをでずか6、下記の処置をしてち正常にならないと 
きは、お買い巧めの販売店にご相談ください。 

•安全装置が作動した場合は、「運転スイッチ」を押し「切」にしてから、下記の処置をおこない、再度 
「運転スイッチ」を押して「入」にしてくださし^。（再点火操作） 


安全装置 : 

はた 5を 

処 置 

巧震自動消乂装置 

E - 5 

•運転中にス1-ーブ本体が地震(震度約日1；!上） 

や強い振動、衝擊を受けた場合、火がなどの 
危険を防ぐために自動的に運転を停止します。 

•タイマー運転中に弓を表した場合、夕 
イマー運転は解除されまず。 

•地震によって作動した場合、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 
油漏れ、給排気筒のがれな 
ど異常がないことを確認し 
てか5再点乂してください。 

点乂安全装置 

いを \ 

♦点火ヒーター-電磁ポンプ-燃焼用送風機な 
どの故障により点火しないとをに、運転を停 
止しまず。 

♦点火ヒーターの故障が原因 
で運転を停止したときはバ 
ーナー底に丹油びたまりま 
ず。たまった灯油をふき取 
ってから、ご使用ください。 
(販売店にご相談ください） 

停電安全装置 
卜，ご 

•運転中に停電や電源プラグを抜くなどして電 
源が切れたときは、自動的に運転を停止しま 
す。 

•再び通電されてち運転しません。 

♦タイマー運転中に停電があった場合、タイマ 
一運乾は解除されます。 

1 ♦再点火操作をします。 

•現在時刻の設定とタイマー 
点火時刻の設定をやりなお 
しふ9 0 

燃焼制御装置 
ら■ら 

♦燃焼中に炎が消えたと舌、自動的に運転を停 
止させる安全装置です。 

•再点火操作をします。 


過熱防止装置 

•巧流用ファンモーターの故障や異常燃焼など 

•フアンフイルターのほこり 

E - 1 E ‘ 

の原因でストーブが異常過熱したとを、また 

を取り除いてから、再点乂 


はファンフイルターにほこりがつまった場合 

操作をしまず。 


に、火災などの危険を防ぐた曲に燃焼を停止 

•処置をしてを、繰返し作動 


し 9—0 

ずるとをは、いったん運転 
スイッチを「切」にして、販 
売店に連絡してください。 


E - 表示は安全装置び作動したときのエラー表示です。 お願い 

詳しくは、 「画故障•異常の見分けかたと処置ち法」 を参照してください。ずべての処置は必ずストーブ 

を消乂し、本体温度が充分下 
がってからおこなってください。 






3 点検-手入れ 


点検-手入れをおこなうときは 


♦点検•手入れをおこなラときは、ストーブを消火し、ストーブが充分冷えてか b 、 必ず電源プラグを损 
いておこなって < ださい。 

•部品に觸るとさ皆、内部を掃除するとさは、手をけびしないように、手袋をはめておこなってください。 
•ストープをベンジン、シンナーなどでふかないでください。変色します。 

♦電装部品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


使用のたびに 


ir 周囲鐵態 I 

♦ストーブの周囲は、常に整理、清掃し、燃えや 
すいをのを置かないよラにしてください。 

•ストーブはいつを清潔に掃除して<ださい。 
ちれたままのご使用は危険のちとでずし、スト 
ーブのいたみを早曲まず。 

•給排気筒及びトップの周囲には、危険物和障害 
物びないよラにしてください。 

★ほこり 

•ストーブについたほこり和巧れは、掃除機で聰 
い取ったり固くしぼった霜れ雑巾などでふさ取 
ってください。 

*宣気 • ずを 

•燃焼中に排ガスのにおいびしにり、給排気筒卜 
ップからすすび出ていないか確認してください。 
異常びあれば販売店に連絡してください。 


★油漏れ、油のたまり J 由のににも 

•送油経路やストーブに油漏れかまたは油のたま 
り、油にじみがあるかどラかを調べる。給油の 
とをこぼれた灯油はよくふさとってください。 
万一油漏れによって油のたまり、油にじみが生 
じているとさは、消火操作をし、原因をたしか 
他防漏処置をし、油漏れびな<なったことを確 
認した後、漏れた打油を取りのぞいてから点火 
操作をしてください。 

*5 去製を通管 i 

•ゴム製送油管をかしなばてひび割れしていたら 
交換してください。 

•ホースパンドのゆるみがあれば締めなおしてく 
ださい。 

•ゴ厶製送油管は2年に]度は新しいものに交換 
されることをおすすめします。 


1箇月に1回切上 


★ガラス炎:筒 〔FR4 己 C^FR- 己 5C) ! 

•ガラス炎筒がずずで汚れてくるよラな場合や、 
破れがある場合は、販売店に相談の上、修理交換 
して < ださい。 

★のぞき慈 CFF-45C-FF- 己已 C) 

•のぞを窓がすすで巧れてくるよラな場合や、 
破れがある場合は、販売店に相談の上、修理交換 
して <ださい。 


★フアンフィルター 


•ストーブ背面の フアンフイ ルターを引さ抜いて 
から、ほこりを掃除機などで取り除いてください。 



近 



































因点検-手入れ 


:1箇月に1回1^上] 


★ 反射板の ほこり CFR -45 C - FR -55 CJ 

•ストーブの反射板にほこりびたまった場をは、ガードの 
ち端を上ちへ持ち上げ、下端を手前へ引いてガードを開 
いてから、乾いた巧で、たまったほこりをふき取ってく 
ださし、。 


★ルーパーのほこり 〔 FF -4 日 OFF - 己已 C ) 


•ルーバ~が巧れたり、ほこりび付着した場合は、掃除機や、 
固くしぼった備れ雑巾などでふき取ってください。 


: 3箇月に1回拟上] 


★ミ由タンク 女油タンク巧の水 

•給油□フイルターびごみやほこりで目づまりし •油タンクに水やごみびたまっているようでした 

ますと、給油時に給油□よりあふれ出たりしま ら、ドレン抜きが、油タンクのストレーナなど 

す。給油ロフイルターを取出して、付着したご からたまった水和ごみを取り除いてください。 

みやほこりを取り除いてください。 




女雪竭プラグ-コンセント！ 

•電源プラグ、コンセントにほこりやミちれびたまると乂災の原因 
になることがあります。 3箇月に ] 〜2回電源プラグをコンセ 
ントから巧いて、付着しにほこ0や巧れを取0除いて<ださい。 



★定油面器のストレーナ 

•定油面器のストレーナは約3箇月に]回と、ストーブの格納 
(シーズンオフ）のとさ、なのよラに打油で洗淨してください。 
①油タンクのバルブを閉める。 

③定油面器のストレーナの取出口に容器をあてびっておき、 2 
本のねじをはずして、ストレーナを城さだす。 

③ ストレーナを口油で洗浄する。 

④ ストレーナをもとどおりに取り付け、こぼれた灯油をふきとる。 

⑤ 油タンクのバルブを開く。 

⑥ 油漏れびあるかないかを点檢する。 



Blik 

















I ★パッキブ 

•燃焼中、室のににおいびこちるような場合は、とく 
に注意して点検してください。 

•ガラス炎筒とパーで一の接続部、ガラス炎筒と熱 
交換器の接続部 （ FR -4 已〇 FR - 日曰 C ) 

• 燃焼筒とバーナーの接続部 ( FF -45 C - FF - 己已 C ) 

• 点乂ヒーターの取り付け部 


★卓乂ヒータ^ 

•点火ヒーター及びパッキンが古くなり、切 
れたり、すきまなどびあると、点火不良及 
びガス漏れの原因になります。 

(販売店にご相談ください） 


1★燃焼リング、/く'ーナ ー、 燃焼筒 （FF-45C • FF- 5日 C) 、 熱交換器 


•燃焼リング、ノ（ーナ ー、 燃焼筒 （ FF -4 已 C • FF - 曰已 C ) 、熱交換器は高温になりますので焼損することびあり 
まず。ときどき点検し、変形軒焼損していたら早めに修理してください。（販売店にご相談ください） 

'★給排気筒、排気筒 


ご使用中、においがしたり目がしみる場ちは、給排気筒、排気筒やパッキン部か b がガスがちれてい 
ることが’考え5れ危険でず。点検後お買いホめの販売店にご相談ください。 


•給排気筒や排気筒の接続部の外れ、ゆるみ、つまり、腐食、固定の状態、給お原筒トップの周囲に可燃 
物がないかなどを、ときどき点検して、異常があればなおして<ださい。 

■排気筒の接続部に使用しているゴム製の U ング （0 I 」ング)は耐熱性のをのですげ、2〜3年で炭化す 
ることがあります。ゴムの硬化及び割れなどがある場合には、におい侣排ガスびちれるおそれがあり 
まずので新しい部品に交換してください。 

■給気ホースがふさがっていないか点検してください。 



0リング 

種類 

運動用日 IJ ング 

呼び徑 

P 39 4權 C 

材質 

シ1」コンゴム 


地震などの災害び発生したときの点検について 

_ LZ _ 


•地震などにより製品に振動、衝馨が加わったとをは、運輯をずる前に必ず次の点検を実施してください。 


点検内容 


•機器の損傷の点橫 •給排気筒回りの外れ、漏れの点検 ♦送油経路からの油漏れの点検 

★点検で異常びみつかったとをや、点検したのちに使用しているとき、排ガスのにおいがしたり目がしみ 
る場合は、使用を中止して、版売店または別紙の I お客様相談窓□一 K I に修理依頼をしてください。 










图定期点検 

r 長期間ご使用になりまずと、機器の点検が必要でず。機器の寿命をより長く、より度い燃焼で快適に安全 
にお使いいただくために、2年に‘ I 回程度、シーズン終了後などに、お買い巧め店、または修理資格者〔（財） 
日本石油燃焼機器保守協を ( TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習会修了者（石油機器巧術 
管理±)など〕のいる店、当社などにお問い台わせください。 


( 定期点検の内容 1 

項 目 

巧 容 

送油経路の点検- 
掃 除 

•お油面器■ストレーナの掃除 •油タンクの水旅き 

•送油経路の油ちれ 

機能部品の点検* 

確 認 

♦電気配線-安全装置のはた b さ•操作部品-動く部品のはたらさ 

消耗しやすい部品 
の点検-交換 

•点火ヒーター、燃焼リング、ク□スマット、ゴム製送油管 

掃除-点検’整備 

V 

♦本体内部、フアンフィルター、巧流用送風機、ブ□アケース（ブ□アモーター） 

♦各接続部のパッキン、日リング♦給排気経路の接続、つまり j 





国法定点検（長期使用製品安全点検制度) 


•この製品は消費生活用製品安全法(消安法）に定められた特定保守製品です。 

•特定保守製品は、お客様自身による保守び難しく経年劣化による重大事故の発生のおそれびある 
ため、消安まにより長期使用製品安全点検制度の対象に指定された製品です。 

•点検期間に法定点検(有償）を受けていただ < ことが求められていまず。 

•この製品の設計標準使用期間は 8 年としていますび、製造年から 7 年後の 6 月から目年後の目月まで 
を法定点検期間と設定しております。頃体的な法定点検期間については本体に表示しています。） 

ご登録いただいた所有者情報に基づき、点検通知を送付いたします。 


•特定保守製品とは… 

「消費生活巧製品のうち、長期間の使用に伴い生ずる劣化(経年劣化）により安全上支障び生じ、一般消 
費者の生命又は身体に巧して特に重大な危害を及ぼすおそれが多いと認故られる製品であって、使用 
状況等からみてその適切な保守を促進ずることび適当なもの(消安法第 2 条第 4 項）として指定された製 
□□こ9。 

•法定の点検期間が到来した日点検を受けましょラ。 

• 特定保守製品は、経年劣化による重大事故を防止するた破に、製品毎に設定された点検期間中に点 
検を受けることび製品の所有者の責務としてずめられています。（消巧法第 32 条の 14) 

本製品に表示されております点横期間が到来しましたら、忘れずに点検を受けましょう。 

• なお法定点検後も使用を継続する場合には、こまがに〔1〜2年)法定点検に準じた点検を受けること 
び本製請を安全にお使いいただ<た他に必要とな0ますので、ごを意ください。 


•法定の所有者登録をしましょう。 

• 特定保守製品の所有者は、この製品の製造（輸入)事業者に法定の所有者登録をすることびボ城られ 
ております。（消安法第 32 条の 8 第 1 項巧び第 2 項）製品に同個した r 所有者票」に記載して投函又は iU 

下の連絡ち法にてご登録をお願いします。 未だご登録がお済みでないちや、所有者登録の巧容に変 
要が生じた場合には、速やかにご登録をお願いしまず。ご登録されていまだんと点検通知の送付が 
でさません。 

• ご登録いただいた所有者情報は、消安法、個人情報保護法及び当社規定により適切な安全対策のち 
とに管理し、法定点検、 U コール等製品安をに関するお知らせをずる場合!;(外には使用致しません。 

• 所有者票がお手元にない場合は、お問い合わせ連絡先にご連絡<ださい。 

■戸斤有者登録の方法 

•所有者票(返信八ガキ)でのご登録 

製品に同捆されている所有者票に必要な事項を記載の上「保護シール」を貼り付け返送願います。 

• インターネットでのご登録 
下記のアドレスから登録いただけまず。 
http://www.toyotomi.jp/10ken.gtfTil 
• 電話でのご登録 

株式会社トヨトミサービス課日曰 2-822-1 144 へご連絡ください。 

受付時間は、受付時間/平曰 9 : 日日 〜17 :日日 

^年末年始や夏休み等当社の休日については、下記のアドレスからご覧いただけまず。 
http://ww\A/.toyotomi.j p/profile/off ice/index. html 

•法定の点検通知をしまず。 

法定の所有者登録をいただいたちに、法定の点検通知をいたしまず。（消安法第 32 条の 12) 

弓 I っ越し等で所有者登録の巧客に変更が生じた場含には、上記の変更登録をお願いしまず。 

変更登録をされませんと点検通ミ日の送付がでさません。 




图法定点検（長期使用製品ま全点検制度) 


【本製品の設計標準使用期間について】 

本製品は、設計標準使用期間を8年と算定しており、適切な点検をすることなく、この期間を超えて使 
用されますと、経年劣化による発火-けが等の事故に至るおそれびございます。 

旅設計標準使用期間とは、標準的な使用条件（下記のく設計標準使用期間の算定の根拠 > 参照）の下で、 
適切な取扱いで使用し、適切な維持管理がおこなわれた場含に、安全上支障なく使用することがでさる 
標準的な期間として設計上設定される期間で、製品毎に設定されるわのでず。（消安法第32条の 3) 

み 一力一無償保証期間とは異なるちのでずのでごま意くださし、。 


く設計標準使用期間算定の根拠> 

本製品の設計標準使用期間は、製造年月を始期とし、（社）曰本ガス石油機器工業会規格 」 GKAS 日 
406「家庭用密閉燃焼式石油温風暖房機の標準使用条件及び標準加速モード並びにその試験条件」に基 
づき!;!下の使用条件を想定して、当社において耐久試験等をおこなった結果算出された数値等に基づき、 
経年劣化により安全上支障が生ずるおそれが著しく少ないことを確認した時期を終期として設計標準 
使用期間を設定しております。 


項 目 

条 件 

年間使用時間 

2|己00時間 

換気回数 

日.日回 /h 

暖房設定温度 

2ど C 


くご注意ください！> 

•本製品を上記の標準的な使用条件を超える使用頻度や異なる使用環境でお使い頂いた場合においては、 
設計標準使用期間よりち早期に安全上支障を生じるおそれが多くなることが予想されまずので、製 
品に表示している点検期間よりも早期に点検を受けましょう。 

.具体的な点検期間は、当社サービス課の已 2-822- 1144)にお問いをわせください。 

•製品を目的がの用途で使用したり、業務用に使用されるなど、上記の標準使用条件と異なる環境で 
ご使用された場含ち設計標準使用期間の到来前に経年劣化等による重大事故発生のおそれが高まる 
ことが予想されまずが、このようなご使用は、お控えいただくようお願いいたしまず。 

【点検をおこなラ事業所の配置その他体制に関ずる事項】 

本製品の点検に関するお問い合わせはし: TF の連絡先よりお願いいたしまず。 

■株式会社トヨト S ヴービス課 
Tel : 0曰 2-822-1 144 
Fax : 052-822-2742 
•受付時間/平曰9 : 0日〜] 7 :日日 

※年末年始や夏休み等当社の休曰については、下記のアドレスからご覧いただけます。 
http ;// www.toy 日 tomup / profile / ofUce / index.html 
•点検料金について 

•点検費用は、お客様にご負担いただくこととなります。また点検の結果、整備が必要となった 
場合は別途整備費用が発生いたします。 

点検料金は技術料、出張料を合計した金額となりまず。なお点検料金の設定の基準は、下記の 
アドレスからご覧いただけまず。 
httpy / www . toyotomi . jp / tyouki / index.html 
• 具体的な点検料金 I しつきましては、上記の連絡先にてご確認いにだけます。 

♦点検等に関する事業所は、[お客様相談窓口一費](別紙参照)に記載の支店-営業所になります。 





【点検の結果必要になると見込まれる部品の保有期間】 


点検項目 

整備用部扁 


□15 □□名 

保有期間 

(1) 燃焼制御装置 

炎検知装置 

10年 

(2) 安全装置 

対震自動消火装置 

…年 

(3) 過熱防止装置 

バイ;^タルスイッチ 

1日年 

(4) 給排気経路 

給排気筒、給排気管 

1日年 

(5) 燃焼状態 

熱交換器、点火ヒーター、燃焼 U ング 

10年 


^上記部品は経年劣化によ0不具合が発生するおそれのある簡所に関する部□ちであり、補修用性能部 
品(製品の機能を維持するために必要な部品）とは異なりまず。 

なお補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後7年です。 

【本製品の清掃その他日常的におこな5ベを保守の内容巧びその方法】 

♦本製品を安全にご使用いただくためには、お客様においても日常的に清掃や安全確認をおこなって 
いただくよラお願いいたします。 

•本製品の取扱説明書 P 19 r を]点横•手入れ」に記載の方法で清掃や安全確認をおこなってください。 
•清掃や異常を感じた場合の措置をおこなう際には、製品の運転スイッチを日 FF にして電源プラグを掠い 
てからおこなって < ださい。 

♦本製品の取扱説明書 P 26 「故障•異常の見分け方と処置ち法」に基づいて調べて異常が生じた場合 
は、直ちに使用を中止してお買い求めの販売店に連絡してください。 


ぶ 




画故障.異常の見分けかたと処置ち法 


修理を依頼される前に調べていただきたいこと 


•修理を依頼される前に下表の巧客を確認して<ださい。 
下表のよラな状態は故障ではありません。 



状 態 

説 明 

点 

乂 

初めて使用するとを、けむり侣においが出る。 

製品の塗料やパッキン、燃焼部に付着した油や 
ほこりなどび焼けるた破です。 

点火-消火時に「キシミ音」がずる。 

加熱、冷却時にでる金屬の膨張、収縮音です。 

消 

火 

時 

点火してもすぐ温風がでない。 

不快なを風を出さないためであり、ストーブ内部 
が暖まると自動的に出ます。 

初めて使用するとをは、電磁ポンプの振動 
音び大をい。 

ポンプ内に空気が混入しているためです。 

しばらくすると止まります。 

'1 が 
卜いへ 

焼 

時 

\ _ 

「カチカチ」時計のような音びずる。 

電磁ポンプの運転音です。 

燃焼筒や熱交換器の一部がラす赤く赤熱す 
る。 

異常ではお0ません。 

とをどを黄色い炎びでる。 

異常ではありません。 


異常ではありません。 






故障-診断チてック表 


処置をおこなっても改善されない場含や原因が特定できない場含や該当する現象がない場含は、 
お買い巧めの販売店までご連絡ください。 


\ 現象 

\ 

原因 \ 

運 

範 

フ 

ン 

プ 

び 

点 

灯 

し 

な 

し'' 

点 

乂 

い 

炎 

び 

大 

を 

< 

な 

ら 

な 

い 

黄 

火 

で 

ち 

元 

る 

使 

用 

中 

室 

内 

び 

に 

お 

■5 

使 

用 

中 

急 

に 

消 

方 

る 

置 

ち 

油 

に 

じ 

み 

が 

あ 

る 

び 

び 

じ 

~rV 

层 

出 

る 

温 

風 

が' 

出 

な 

い 

i 1 
ミ1 

て 

の 

ラ 

ン 

プ 

び 

消 

元 

る 

処置方法 

電源プラグをコンセン 
卜に差し込んでいない 

〇 






■ 



〇 

電源プラグをコンセントに 
差し込んでくださし、 

停電した 

〇 





〇 

E -0 




〇 

停電復帰後点乂し直してく 
ださし、 

対震自動消火装置び作 
動した 


L 




〇 

f-5 





定油面器の Ijiz ットボタンを巧し 
てか b 再点乂操作をしてください 

油タンクに水び入って 
ぃる 

- 

〇 

〇 



〇 





水混入の灯油をしっかり 
抜いてください 

油タンクに巧油びない 


〇 




〇 





'灯油を入れてください 

不良灯油を使用した 


〇 

〇 

〇 







販売までご相談ください 

省電力機能び作動しま 
した 










〇 

操作部のいずれかのボタン 
を押して<ださい 

配線不良びある 

〇 


〇 

〇 


0 



〇 


販売までごホ目談<ださい 

コント□ーラー不良 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 



〇 


If 

ねじ類の締がつけ不良 
組み立て不良 





〇 


〇 

〇 



// 

フレーム □ッ ド不良 






〇 
E - ら 





// 

電磁ポンプ不良 


〇 

E 腸3 

〇 

〇 

〇 

〇 
f ィ 





// 

点乂ヒーター不良 


〇 

E -3 









// 

排気筒接続不良 





〇 

、 E -3 a 






排気筒の接続を確認してく 
ださい 


参燃焼中「カチカチ」音がすることがありまずが、電磁ポンプの運転音で異常ではありません。 
•表中の，？-表示は「デジタル表示」（エラー表示）を示します。 







画故障.異常の見分けかたと処置方法 


原 因 1 

処置方法 ] 

♦運転中に電源び切れました。 
♦タイマー点火待機中に電源び切れ 
ました。 

(停電安を装置び作動） 

•電源プラグの差し込みを確認し、再点火操 
作をしてください。 

•点火安全装置び作動しました。 

•販売店まで連絡してください。 

♦巧震自動消火装置び作動しました。 

♦作動した原因を取り除き、再点火操作をし 
て < ださい。 

’ •運転中に消火しました。 

•販売店まで連絡してください。 

♦ブ□アモーターび故障しました。 

•販売店まで連絡してください。 

♦過熱防止装置が作動しました。 

•本体温度び充分下びるのを待って、ファン 
フィルターを掃除し、再点火操作をしてく 
ださい。 

♦バーナーサ ー5 スタび断線しました。 
♦八'ーナー内に灯油がたまりました。 

•販売店まで連絡してください。 

•着乂ミスを3回しました。 

1 

参販売巧まで連絡してくだごい。 

•排気筒びはずれました。 

•排気筒を点検して接続を確認し、再点火操 
作をしてください。 

♦定油面器内の灯油面が上昇しまし 
た。 

•販売店まで連總して<ださい。 

:給油ランプ点滅 
参ストーブに好油びをていません。 

•油タンクに灯油を入れてください。 

( 「问使用前の準備」 の 給ミ由のしかた 参照） 

な油びある塌含は送油経路を点横してください。 

1参タイマー点火時刻び設定されてい 
' ません。 

•運転スイッチを「切」にして、タイマー点火 
時刻を設定して < ださい。 

•室温び36で切上になりました。 
•ルームサー S スタの取り付け位置 
がよくありません。 

•ルームサー5スタの取り付け位置を確認し、 
適切な位置に移動させてください。 

•室温び一10む li (下になりました。 
•ルームサスタの不良、断線、 
または配線抜けです。 

•販売店まで連絡してください。 

•省’里力機能び作動しました。 

J _ 

•操作部のいずれかのボタンを巧してくださ 
い。 


5 



wSk 


デジタル表示(エラー表示)の見方 


ス I -ーブの運転中に異常び起こり消火した場を、下記のように、デジタル表示部に 「エラー表示」 しますので 
処置をしてください。 


示 

表 

- 

ラ 

王 


0国图图应回园图图區曰 I 囚臣 
回 一 回目固国曰国回 S 国 


0 

肖 

、>/ 

全 






团部品交換のしかた 


A を意 


★分解修理の禁止 


故障、破損したら使用しないでください。 
不完全な修理は、危険です。 


分解禁止 


短期間に消耗する部品は特にありませんが、ガラス炎筒 （ FR - 450 FR - 己已 C )、 定油面器、燃焼 U ング、 
電磁ポンプ、点火ヒーター、パッキンなどの交換部品が必要な場合は、お買い求めになった販売店に 
ご相談ください。 

★部品交換の際は、必ず純正の補修部品をお使いください。純正の部品し U 外を使用して万一故障や事 
故が発生した場合、当社は責任を負いかねます。 


不完全な修理は危険です。修理をお受けになる場合は、，財団法人日本石油燃焼機器保守協会でおこな 

う技術管理講習会修了者(石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理されることを推奨します。 

V_ y 


固保管(長期間使用しない場含) 


•ス I -ーブを保管ずる場合は、「の 点検•手入れ」 の項を参照して、ストーブの手入れをしてから保 
管してください。また、いたんでいる箇所は修理をしてから保管してください。 

♦格納-保管場所は、湿気-火気-高温などの悪い影響のおよびにくい所であって、しかもストーブ 
の上には重量物をのせたり、人び乗ったりしないよ5配慮してください。 


1 ストーブを長期間使用しないで保管するときは、必ず電源プラグをコンセントか6抜き、油タンクの 
バルブを閉めてくださし、。 

2 ストーブを使用する季節が終り格納するときは、油タンクの巧油を市販の給ミ由ポンプで全部抜き取り、 
定ミ由面器のストレーナーも取り出してなミ由で洗浄してください。 

( 「171点検•手入れ」 の I 定油面器のストレーナ 1 参照) 

. -お願い- N 

油タンクのなミ由を抜くときは、送油管のなミ由を完全に抜いてください。灯油が残っていると翌シーズ 
ンに使用ずるとを、つまって'灯油げ流れなくなりまず。 


〇ストーブや油タンクの表面をふいて<ださい。 

^ •固くしぼった需れ雑巾や、薄曲に中性洗剤で';ちれを取り、乾いた巧で水気をふ舌取ってください。 
★シンナー、ベンジンなどでふくのはおやめください。塗装が変色したり、危険です。 

A 本体にほこりがたま5ないよう、適当なカバ'一をかけて<ださい。 


附属品と r 取扱説明書」-「工事説明書」-「保証書」も紛失しないよう同時に保管してくださし、。 








固仕様 


ホール I C 


ミ由面センサー 


油閉止弁 


電磁ポンプ 


操作表示基板 


運転スイッチ 


点火 ヒーター 


緑 


白 


ブ□ア モーター 


黄 


K — ナーヴー5 スタ 


電源: 


同圧憩 


もどり管 



白 

里 

緑 


白]^ I 給排気筒トップ 


j フレームロッド 


赤 


過熱防止装置 


■送油経路図 
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巧タンク 


.90 て) 


FR -45 C 
FR -55 C 

FF -4 日 G .,.8 日で 
FF -55 C UUL 


FF 

'が 

/Vu\ 

料消費 

1 

重 

己. 24kW(0 .加 9L/h) 

1.62kW(0.157L/h) 

FR 

1 ! 

発 

熱 

量 1 

18850kJ/h 

58151<J/h 

44 

55 

熱 

効 

率 1 

86.日％ 

86.0% 

CC 

暖 

房出 

力 

' 4 .日 OkW 

l,39kW 1 


外 お 寸 法 

高さ目00 mm •幅 496mm •奥行41 8mm (背面カバーを含む） 

質 量 

約 17k 邑 

電源電圧及び周波数 

100V 日日/ 60Hz 

定格消費電力 

点火時巧日/巧 0W •燃焼赋 4/49W •待機時 1.1/1.0W •最大目 80/680W (点火初期に短時間発生） 

給排気筒の型式の呼び 

FFP-320 

給排気筒呼び径 

□39 ^ 

給排気筒壁貫通部孔径 

70〜 80mm 

排気 温度 

那が下 

電流 ヒューズ 

4A 

安全装置 

巧震自動消火装置 • 点乂安全装置 • 停電安全装置 • 過熱防止装置•燃焼制御装置 

附 属 品) 

壁固定金具 （1 セット）•標準給排気筒セット•木ねじ （1 本）•ゴム製送油管 （Im)(1 本） • 
ぶースバ ンド(か） （2 個） 


最 大 


m ル 


目. 40kW(0.622L/h) 
23040 kJ/h 
86 . 0 % 

己.日 [)1<W 


1.8 日 kW(0.180L/h) 
6667kJ/h 
86.廊— 

] .已 9kW 


f 型式の呼 

び 

FR -4 曰 C - FR - 己己 C - FF - 4己 C - FF -5 己 C 

__ ) 

種 

類 

密閉式石油スト-ブ • ポット式 • 強制給排気形1強制対流お 

点 乂 方 

式 

電気点火 _ __ _ 


使 用 燃 料灯油 （ JIS 1 号) 
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因アフター ヴー ビス 


保話Iしついて 


•添付しております保証書は販売店で戸斤定事項を記入してお渡ししまずので、お受け取りください。記載 
內容をご確認のうえ大切に保管してください。 

•保詰期間はお買い求めの日より]年間です。 


修理を依願するとき 


•「這 J 故障•異常の見分けかたと処置ち法」 に従って、お調べください。直らないときは、ご使用を中止 
し、必ず電源プラグを掠いてから、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

•ご連絡いただきたい内容は次の通りです。 

①品名… FF 式石油暖房機(密閉式石油ストーブ） 

③ 型式の呼け…〔例〕 FR -4 已 C 
硬お買いホめ年月日 

④ 故障の状況(でさるだけ具体的に） 

©おなまえ，おところ，電話番号 

♦修理に際しましては、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店げ修理させていただを 
まず。 


•保証期間び過ざているときは、修理ずれば使用できる場合には、ご希望により有料で修理させていただ 
去まず。 

♦修理料金は、技術料，部品代，出張料などで構成されています。 


この取扱説明書と工事説明書および本体に表示されている禁止事項-ま意事頂および通常使用に反し 
て使用された場合の故障、事故につさましては、保証いたしません。 


補修用性能部品について 


•密閉式 ( FF 式)石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造打ち切り後7年でず。 

•補修用性能部品とは、製品の機能を維持ずるた城に必要な部品です。 


転居される場合 


•このス I ブは電源周波数日日、 60 Hz とも同一仕様です。 

•電源周波数の異なった地域への転居でちそのままお使いいただけますび、高地への転居、高地からの乾 
居は再調整び必要ですので別紙の お客様ホ目談窓口一 量；までご相談ください。 


/ 

A 注意 

★分解修是の禁止 

故障、破損した5使用しないでください。 


\ 

不完全な修理は、危険です。 

分解禁止 

) 


故障-修理の際の連絡先 


アフターサービスについてわからない場合は、お買いおめの販売店、または、 
紙参照）までお問い含わせください。 


お客様相談窓口一覧，（別 












圆据付け-移設について 

据付け-移設工事は販売店に依頼ずる 

♦据付けや移設工事は販売店または据付業者に依頼し、お客様ご自身では、おこなわないでください。 


据付け場所の選定及び標準据付け例 


•据巧けについては、乂災予防条例、電気設備に関する技術基準などの法令の基準が'ありまず。工事説明 
書の「安全のために必ずお守り<ださい」をお読みになり、販売店又は据付業者とよ<ご相談してくださ 
い。 

•標準据付け例については工事説明書を参照して<ださい。 


給排気筒を延長ずる場合のま意 


•給排気筒を延長ずる場含は、3 m 3ながり切下で取付けられる場所を選定してくださし、。 


積雪地区における注意 


•積雪の多い地ちでは、積雪時に給排気筒が雪でふさがれないような取付場所を選定して<ださい。また、 
風がよどむよラな場所では、排ガスを再度吸い込んで、不完全燃焼を起こずことがありまず。 


据付け後の確認 


•据付けが終りました5、もう一度、工事説明書の「を全のために必ずお守りください」をお読みになり、 
工事説明書に記載されているとおり据え付け5れているかどうかを確認してください。 


















•試運乾は、販売店又は据付業者とご一緒に必ずおこなって<ださし、。 


齡卖難言！^ 

1 「3使用前の準備」 の I 給油の— C ^ 、 | 点乂前の準備と確認 I に従って運転準備をしてください。 
4 ♦「同使いかた」 に従って運転させてください。 


2初期運乾時の異常現象 

•ご購入されて初めて使用されるときに、製品の塗料やパッキンなどが焼けることによって、におい 
や煙が出る場含があります。 

このよラな場合は、お部屋の窓（給排気筒トップ取付け場所より離れた巧）を少し開け、半日から 
1曰程度、「強」運輯をして < ださい。 


•送油管の途中び山形になったり、もつれたりしていまずと、送油管の中に空気びたまって油び流れ 
ないことびあります。 r 巧 使用前の準備」 の I 給油のしろ、た I 杰か 丈が にがつて哉油管の中 
の空気を抜いて < ださい。 


正常運転の目ま 

参正常運転時のバーナーの炎の色は、黄火がとさどきまじる青炎でず。 


消火の手順 J 


…己 I 使いかた」 の彈乂 のしかた] に従って消火操作をしてください。 







愛情点検 


★長年ご使用の FF 式ストーブの点検を! 



ご使用の際 
このよ弓なことは 
ありませんか 


•油もれずる。 

•点火しにくい。 
•強いニオイびする。 
•炎が異常に黄色い。 
♦運乾中異常な音がする。 
♦その齡異常•雛がある。 



IFF 式ストープの補修用性能部扇の保 
有期間は、製造打ち切り後7年です。 


故障や事故防止のため、 
ご使用 コンセントた、5顯原7ラ 
41 it I グを抜いて、必ず販売店 
に点検-修理をご依頼く 
ださい。 


お客様へ…おぽえのために記入されると便利でず。 


/ 

型 式 

お買い求め年月日 

年 

月 

曰 

お買いホめ店名 

(電話番号） ( 

) 

— 

ノ 


株式会社 1-31-5 

本社 〒467-日8己己 

名ち屋市瑞穂区桃園町曰番17号 
フ IJ ーコール日] 20-1 04-154 
TEL <052)822-1 144 
FAX く0己2〉 822-2742 





